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令和７年第３回定例会議事日程（第２号） 

 

令和７年９月５日（金） 

午 前 10時 00分 開 議  

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 議案第44号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度吉富町一般会計補

正予算（第４号）について） 

 日程第３ 報告第４号 専決処分の報告について（令和７年度移動式排水ポンプ及び管理車両

購入事業変更契約） 

 日程第４ 議案第45号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 日程第５ 議案第46号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第６ 議案第47号 令和６年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第７ 議案第48号 令和６年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第８ 議案第49号 令和６年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第９ 議案第50号 令和６年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第10 議案第51号 令和６年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

 日程第11 議案第52号 令和６年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につい

て 

 日程第12 報告第５号 令和６年度吉富町健全化判断比率の報告について 

 日程第13 報告第６号 令和６年度吉富町水道事業会計資金不足比率の報告について 

 日程第14 報告第７号 令和６年度吉富町下水道事業会計資金不足比率の報告について 

 日程第15 議案第53号 令和７年度吉富町一般会計補正予算（第５号）について 

 日程第16 議案第54号 令和７年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 

 日程第17 議案第55号 令和７年度吉富町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

て 

 日程第18 議案第56号 令和７年度吉富町水道事業会計補正予算（第１号）について 

 日程第19 議案第57号 教育長の任命について 

 日程第20 議案第58号 教育委員会委員の任命について 

 日程第21 議案第59号 吉富町外１町環境衛生事務組合の共同処理する事務、事務所の位置、

経費支弁の方法の変更及び吉富町外１町環境衛生事務組合規約の変更
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について 

 日程第22 報告第８号 経営状況の報告について（株式会社ツクローネ吉富） 
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令和７年第３回吉富町議会定例会会議録（第２号） 

 

招 集 年 月 日  令和７年９月５日 

招 集 の 場 所  吉富町役場二階議場 

開       会  ９月５日 10時00分 

応  招  議  員  １番 新保 祐介       ６番 横川 清一 

           ２番 丸谷 宏一       ７番 是石 利彦 

           ３番 角畑 正数       ８番 岸本加代子 

           ４番 向野 倍吉       ９番 矢岡  匡 

           ５番 太田 文則       10番 山本 定生 

不 応 招 議 員  なし 

出  席  議  員  応招議員に同じ 

欠  席  議  員  不応招議員に同じ 

 

地方自治法第１２１  町    長 花畑  明          梅林 正典 

条の規定により説明  副  町  長 和才  薫   上下水道課長 奥家 照彦 

のため会議に出席し  教  育  長 若山誠一郎   地域振興課長 守口 元子 

た者の職氏名            別府 真二   教 務 課 長 石丸 順子 

           総務財政課長 奥本 仁志   建 設 課 長 軍神 宏充 

           住 民 課 長 南  博己          奥本 恭子 

                  岩井 保子          髙尾 広篤 

           福祉保険課長 友田 哲也   代表監査委員 是石 英俊 

 

本会議に職務のため  局    長 中家 立雄 

出席した者の職氏名  書    記 川端 晃輔 

 

町長提出議案の題目  別紙日程表のとおり 

議員提出議案の題目  別紙日程表のとおり 

吉富保育園長 
吉富幼稚園長 

会計管理者 
検査会計室長 
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午前10時00分開議 

○議長（山本 定生君）  ただいまの出席議員は１０名で、定足数に達しておりますので、これか

ら本日の会議を開きます。 

 なお、本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名について 

○議長（山本 定生君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に、丸谷議員、角畑議員の２名を指名いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．議案第４４号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度吉富町一般

会計補正予算（第４号）について） 

○議長（山本 定生君）  日程第２、議案第４４号、専決処分の承認を求めることについて（令和

７年度吉富町一般会計補正予算（第４号）について）を議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  それでは、議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第４４号、専決処分の承認を求めることについてでございます。 

 定額減税調整給付金の給付対象者の増加により、一般会計補正予算を計上する必要が生じまし

たが、議会を招集する時間的余裕がなかったことから、地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、令和７年度吉富町一般会計補正予算（第４号）を令和７年８月４日付けで専決処分しました

ので、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。 

 一般会計補正予算書第４号をお願いいたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 令和７年度吉富町一般会計補正予算（第４号）としまして、第１条で歳入歳出予算の総額に、

歳入歳出それぞれ１,２６１万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ

４５億２,５４１万５,０００円とするものでございます。 

 歳入については全額国の補助金となります。 

 歳出については、定額減税調整給付金と給付金支給に伴う事務費となります。 

 以上で説明を終わります。御承認いただきますようお願いいたします。 

○議長（山本 定生君）  これから質疑を行います。 

 質疑に当たっては、自己の意見は述べられないことになっています。 

 なお、質疑の回数は同一議員につき、同一議題について３回を超えることができないようにな

っていますので、よろしくお願いいたします。 
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 また、質問者、答弁者の発言は挙手をし、「議長」と発声の後、私から発言の指名を受けてか

ら行ってください。 

 以上のことを必ずお守りいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 それでは、これからページを追って、質疑に入ります。 

 補正予算書１ページ。歳入２ページ。歳出３ページ。次に４ページ事項別明細書総括歳入。

５ページ同じく総括歳出。次に歳入６ページ。歳入全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、歳出に入ります。歳出７ページ。歳出全般について、御質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  歳入歳出全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  以上、補正予算書全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す議案第４４号は、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって議案第４４号は、委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に討論に入ります。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  討論なしと認めます。これにて、質疑、討論を終わります。 

 これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第４４号、専決処分の承認を求め

ることについて（令和７年度吉富町一般会計補正予算（第４号）について）は、原案のとおり承

認することに決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．報告第４号 専決処分の報告について（令和７年度移動式排水ポンプ及び管理



- 6 - 

車両購入事業変更契約） 

○議長（山本 定生君）  日程第３、報告第４号専決処分の報告について（令和７年度移動式排水

ポンプ及び管理車両購入事業変更契約）を議題といたします。 

 担当課長に内容説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（軍神 宏充君）  議案書の３ページをお願いいたします。 

 報告第４号、専決処分の報告について。地方自治法第１８０条第１項の規定により、指定され

た町長の専決事項の指定（平成２１年３月２３日議決）に掲げる議会の議決に付した契約、また

は製造の請負契約を変更する場合に、変更額の累計が５００万円以下において増額または減額す

ることについて、議案書４ページの専決処分書のとおり専決処分をいたしましたので、同法第

１８０条第２項の規定に基づき、御報告するものでございます。 

 提案理由といたしましては、令和７年６月議会において、御議決をいただいた移動式排水ポン

プ及び管理車両購入事業につきまして、排水ポンプユニットに取り付ける車輪を取りやめ、台車

の製作に変更いたしました。その理由は、排水ポンプユニットに車輪が装着されている場合、管

理車両で現場まで移動する際に荷台が不安定となる懸念があるためです。 

 さらに、消防会館にて管理している排水ポンプユニットを、管理車両に積み込む際に台車が必

要となるため、これを製作いたしました。また、排水作業中にホースが破損するなど、不測の事

態に備えて予備ホースを１本追加購入いたしました。これらの変更により、９万６,８００円の

減額となり、当初契約額６,３７８万９,０４０円から、変更契約金額６,３６９万２,２４０円に

変更したものであります。 

 以上の内容につきまして、地方自治法第１８０条第２項の規定に基づき、御報告申し上げます。

以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  以上で報告説明を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．議案第４５号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

○議長（山本 定生君）  日程第４、議案第４５号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  それでは議案書５ページをお願いいたします。 

 議案第４５号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてで

ございます。 

 昨年８月に人事院が行った公務員人事管理に関する報告において、仕事と育児の両立支援制度
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を利用しやすい勤務環境の整備が求められたことに対応するため、両立支援制度の利用に関する

職員の意向確認等を実施することについて、令和７年１０月１日から適用するよう総務省からの

通知がなされたことを受け、本条例の一部を改正するものでございます。 

 それでは条を追って、改正内容の説明をさせていただきます。 

 議案書は６ページから、議会付属資料は１ページからの新旧対照表をそれぞれ御覧ください。 

 まず、第１５条の改正についてです。今回の条例改正に伴い、引用する条文の番号が変更とな

ることから改正を行うものでございます。 

 次に、既存の第１７条の３を第１７条の４に、第１７条の２を第１７条の３に繰り下げ、新た

に第１７条の２を追加する改正を行います。追加をされる新たな第１７条の２について御説明を

いたします。 

 まず第１項については、妊娠または出産等について申出があった職員等に対する意向確認等を

義務づける規定となります。 

 新旧対照表は２ページを御覧ください。 

 第１号において、仕事と育児との両立に関する制度の周知、第２号において、当該制度の利用

の意向確認、第３号において、両立の支障となる事情の改善に資する事項、例えば勤務時間や業

務量の調整などについてでありますが、これらの事項に関する意向確認を実施することを義務づ

ける規定となります。 

 第２項については、３歳に満たない子を養育する職員に対して、第１項と同様に、育児期の両

立支援制度等に関する制度の周知や、利用に関する意向確認、両立の支障となる事情の改善に資

する事項に関する意向確認を実施することを義務づける規定となります。 

 続きまして、新旧対照表３ページです。 

 第３項では、第１項、第２項の第３号でそれぞれ規定をしております、両立の支障になる事情

の改善に資する事項についての意向確認を行った場合には、その意向に配慮しなければならない

旨を規定しております。 

 次に、今回の改正で繰り下がった第１７条の３につきましては、その１つ前に追加をされまし

た第１７条の２の第１項、第２項において、先に「請求等」という略称が規定をされたことから、

その略称に改正をするものでございます。 

 最後に、議案書の７ページに戻って御覧いただければと思います。 

 附則としまして、第１条でこの条例は国の通知に沿って、令和７年１０月１日から施行するこ

ととしております。 

 次の附則第２条で、経過措置としまして、この条例の施行日以前においても、改正後の条例に

規定する３歳に満たない子を養育する職員への措置を講ずることができる旨を定めるものでござ
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います。 

 以上で説明を終わります。御議決くださいますようお願いいたします。 

○議長（山本 定生君）  これより、質疑に入ります。本案に対して質疑はありませんか。向野議

員。 

○議員（４番 向野 倍吉君）  議案第４５号について質問いたします。 

 今回の条例改正によって、本町で現在該当する職員はいますか。また、今後その予定とする職

員の把握はできていますか。 

○議長（山本 定生君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  対象者については複数人おります。人数、それからどの職員が

ということについても把握をさせていただいております。 

○議長（山本 定生君）  新保議員。 

○議員（１番 新保 祐介君）  今の条例につきましてですが、出生時の両立支援制度、育児両立

支援制度等々、大変よろしい内容ではあるんですけれども、例えば今おっしゃられていた、使う、

行使する側のほうの方々と、それを受ける側、いわゆる職員の皆様が、その残ったもしお休みを

取られたときのとか、そういうことを考えると、まず使う側としては、仕事を例えば休んだとき

に、いろんな人に負担がかかるのではないかとか、迷惑がかかるのではないかといって、ちょっ

と言いづらいとか休みづらいなとか、そういうことの罪悪感にかられたりとか、逆に言うとそれ

を行使した側、いわゆる残った職員のほうがそれをカバーするということで、残業とかストレス

がいっぱいになるみたいなことで不平不満とか、逆にそういったことも起こり得ないこともない

わけですけれども、そういったことがならないように吉富町ならではのやり方で、何かそういう

ふうなことを考えたりとかというのはございますでしょうか。 

○議長（山本 定生君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  こういった制度を使うと、議員がおっしゃるように、残された

職員については、若干負担が増える部分も当然出てこようかと思います。ただこれにつきまして

は、こういった育児をされる方を、職場として全体で、職員全員で応援をすると、そういう気持

ちの部分で皆で動いていくということしかないのかなと思っています。 

 したがいまして、これについて吉富町独自の何かしらの取組というものはございませんけれど

も、これは全国一律の取組といいますか、決まりごとでもありますので、この指針に沿って職場

全体が皆で支え合いながら、助け合いながらやっていこうという雰囲気をしっかり人事としても

作っていきたいというふうに思っています。 

○議長（山本 定生君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第４５号は、会議規則第３９条第３項

の規定により、委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第４５号は委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  討論なしと認めます。これにて質疑、討論を終わります。 

 これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第４５号、職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決しまし

た。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．議案第４６号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

○議長（山本 定生君）  日程第５、議案第４６号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

 担当課長に内容説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  それでは、議案書８ページをお願いいたします。 

 議案第４６号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでござい

ます。地方公務員の育児休業等に関する法律が改正され、令和７年１０月１日から部分休業の制

度が拡充されることを受け、当該法律において条例で定めることとされている事項について規定

するため、本条例の一部を改正するものでございます。 

 部分休業は、小学校修学前までの子どもを養育するために、１日の勤務時間の一部を勤務しな

いことができる制度で、現行の制度は、勤務時間の始めまたは終わりに、３０分単位で１日につ

き最大２時間まで取得が可能な制度となっております。子どもの保育園への送迎などでの活用が

想定をされております。なお、勤務しない間の給料は減額をされる仕組みとなっております。 

 それでは、条を追って改正内容の説明をさせていただきます。 
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 議案書は９ページから、新旧対照表は５ページからをそれぞれ御覧ください。 

 まず、第１９条第２号の改正は、部分休業の対象となる職員の要件から１日の勤務時間に関す

る要件を削除するものでございます。 

 次の第２０条の改正については、現行の部分休業を「第１号部分休業」という名称に改めると

ともに、取得できる時間帯が勤務時間の始めまたは終わりに限られていたものを、１日の勤務時

間のどの時間帯でも柔軟に取得できるように改正をするものであります。 

 新旧対照表６ページを御覧ください。 

 第３項として非常勤職員に対する第１号部分休業についての規定を追加しております。非常勤

職員については、１日の勤務時間が正規職員と異なる場合があるため、１日の勤務時間が正規職

員と同様に５時間４５分を下回らない範囲で部分休業を認める旨の規定となります。また、育児

時間と介護時間と呼ばれる別の制度を利用している場合には、これらと合わせて２時間を超えな

い範囲で取得を承認する旨も規定をしております。 

 次の第２０条の２から第２０条の５までの４条は、今回の法改正により部分休業の新たな累計

として定められた「第２号部分休業」についての規定を新たに追加するものでございます。 

 第２号部分休業は、１年につき１０日の範囲内で勤務しないことを認めるものでありまして、

１日あたりの取得時間の上限はなく、利用が可能となります。第１号部分休業のように、常に部

分休業を取得する必要はないものの、子どもの体調不良時の付添いや保育園の行事参加など、ス

ポット的に部分休業を希望する場合に活用ができる仕組みとなっております。育児を行う職員の

個々の事情に合わせて第１号と第２号の部分休業を選択できるようにするものでございます。 

 それぞれの条文について説明をいたします。 

 第２０条の２は、第２号部分休業の取得は１時間を単位とすること。ただし１日丸ごと休む場

合の１時間未満の時間分、例えば７時間４５分勤務の場合の４５分分であったり、年間の残り時

間数が１時間を下回った場合の残り時間につきましては、１時間単位ではなくその残りの時間数

で取得ができるということを定めております。 

 新旧対照表７ページ、第２０条の３では、第２号部分休業は毎年４月１日から３月３１日まで

の期間、つまり年度単位で取得日数の計算を行うということを定めております。 

 第２０条の４は、第２号部分休業の年間取得時間の上限を定めるものでございます。国の人事

院規則に倣い、非常勤職員以外の職員は１０日分に相当する７７時間３０分、非常勤職員につい

ては１日あたりの勤務時間に１０を乗じて得た時間としております。 

 第２０条の５は、第１号から第２号への部分休業の変更またはその逆の変更をすることができ

る、特別の事情を定めるものでございます。配偶者の入院や別居といった、部分休業の申出時に

は予測ができなかった事情により変更しなければ、子の養育に著しい支障が出る場合を特別の事
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情と定め、変更ができることとしております。 

 続いて、新旧対照表は８ページです。 

 第２１条の改正は、改正前の第２０条で内容を説明しておりました「部分休業」という言葉が、

「第１号部分休業」という言葉に改正をされたことにより、この条において初めて「第何号」が

ついていない部分休業単位で言葉が出てくることから、その説明をするための改正でございます。 

 最後の第２２条は、部分休業の承認の取消しの事由として条例で定めるものとして、これまで

の育児短時間勤務の事由を準用していた規定を改め、部分休業独自の事由として職員が第１号部

分休業と、第２号部分休業との変更をしたときを承認取消しの事由と定めるものでございます。 

 最後に、議案書の１０ページを御覧ください。 

 一番下のほうで、附則といたしまして、第１条でこの条令は法改正に合わせて令和７年１０月

１日から施行することとしております。 

 次の附則第２条は、１０月１日の施行日から新たに開始をされる第２号部分休業の今年度の取

得可能時間について、年度の丁度半分を経過してから始まることから時間数を半分とするための

経過措置でございます。 

 以上で説明を終わります。御議決くださいますようお願いいたします。 

○議長（山本 定生君）  これより質疑に入ります。本案に対して質疑はありませんか。是石議員。 

○議員（７番 是石 利彦君）  非常にいい条例だろうと思いますが、いずれにしろ、緊急のこう

いう休職が必要だろうと思うんですが、その申請というのは年度の始めではなかなか難しいんだ

ろうと思うので、どういう申請の仕方というか期日とか、その日ではちょっと難しいかなと思う

んですが、それと承認はどこまで上がるのか、課長、課内でいいのか、その辺ちょっとお尋ねし

ます。 

○議長（山本 定生君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  もちろん承認は事前に行います。今ちょっと具体的な日にち、

いつまでにというところはごめんなさい、手元に資料はありませんけれども、ある一定の期間よ

り前の段階で申請をしていただいて、その例えば翌月とかですね、そういったところから部分休

業の取得が始まるというような仕組みとなっております。 

 承認の決裁につきましては、町長決裁まで行くこととなっておりますが、当然これは承認をさ

せていただくのが当然のことということで取り扱っております。以上です。 

○議長（山本 定生君）  他に質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す議案第４６号は、総務文教委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第４６号、職員の育児休業等に関

する条例の一部を改正する条例の制定については、総務文教委員会に付託することに決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第６．議案第４７号 令和６年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第７．議案第４８号 令和６年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第８．議案第４９号 令和６年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第９．議案第５０号 令和６年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１０．議案第５１号 令和６年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定

について 

日程第１１．議案第５２号 令和６年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認

定について 

○議長（山本 定生君）  お諮りいたします。日程第６、議案第４７号から日程第１１、議案第

５２号までの６議案を一括議題にしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、日程第６、議案第４７号令和６年度吉

富町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、日程第１１、議案第５２号令和６年度吉富町下

水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定についてまでの６議案を一括議題にいたします。 

 代表監査委員に、監査の報告を求めます。是石英俊監査委員。 

○代表監査委員（是石 英俊君）  地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項並びに地方

公営企業法第３０条第２項の規定により、令和６年度吉富町一般会計、特別会計及び水道事業会

計、下水道事業会計の決算並びに基金の運用状況を示す書類を審査した結果、その意見は次のと

おりであります。 

 １、審査対象、（１）令和６年度吉富町一般会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（２）

令和６年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（３）令和６年度

吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（４）令和６年度吉富町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（５）令和６年度吉富町水道事業会計剰余金

の処分及び決算並びに関係帳簿、証書類。（６）令和６年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分

及び決算並びに関係帳簿、証書類。（７）基金の運用状況。 

 ２、審査終了期日、令和７年８月２６日。 
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 各会計について、決算書及び出納月計簿、収入簿並びに支出簿により、出納書類を照査のうえ

慎重に審査した結果、決算は計数的に正確であり財務執行は適正であると認定した。また、基金

の運用状況については、その目的に従って適正かつ効率的に運用され、計数及び証ひょう書類、

預金証書など、ともに合致しており正確であることを認めた。令和７年９月３日、吉富町監査委

員、是石利彦、同是石英俊。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ありがとうございました。 

 次に、決算の概要について会計管理者に説明を求めます。会計管理者。 

○会計管理者（奥本 恭子君）  それでは、令和６年度決算の概要について説明いたします。 

○議長（山本 定生君）  皆さん決算の概要書を開く準備をお願いします。 

○会計管理者（奥本 恭子君）  １ページをお願いいたします。 

 一般会計及び特別会計における決算の総括表を掲載しております。各会計の歳入決算の合計額

は５２億８,６６６万９,６３５円、歳出決算額の合計額は４９億４,９６８万６,１６８円、繰越

事業費、繰越財源は３,９１９万４,０００円、差引残額は２億９,７７８万９,４６７円です。 

 次の２ページから４ページにかけましては、一般会計の決算概要について記載をしております。 

 予算額、決算額、過去５年の決算の状況、歳入歳出それぞれの科目別内訳などを掲載しており

ます。 

 一般会計の決算額につきましては、２ページの１の（２）決算額に記載のとおりです。なお、

決算剰余金の積立としまして財政調整基金に１億３,０００万円を積立てております。 

 ３ページの３の（２）歳出決算額の科目別内訳においては、備考欄に不用額等の内訳を記載し

ております。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ４、町民の負担状況です。歳入全体に占める町民の負担割合について、令和５年度と比較し記

載をしております。昨年度に比べ、合計で９８１万６,０００円減少しており、歳入総額に対す

る割合は１１.９０％となっております。 

 下の表、５、町債の現在高です。令和６年度は新たに合計で８,１６８万３,０００円起債し、

２億９,１１７万５,０００円を償還しましたので、本年度末現在高は２９億８,２７２万

７,０００円となり、昨年度から２億９４９万２,０００円の減少となっております。近年、事業

における借入れの抑制と臨時財政対策債の発行額の減少により、償還額のほうが発行額を大きく

上回っていることから、残高の減少傾向が続いております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 ６、町有財産の状況です。土地は役場庁舎駐車場用地の購入と、憩いのやかたに隣接する宅地
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及び界木地区の農地の寄附により、１,００３平方メートル増加し、３４万３,９２４平方メート

ルとなっております。建物につきましては、憩いのやかたに隣接する倉庫の寄附により１８平方

メートルが増加し、３万１,１５３平方メートルです。 

 車両は、平成２１年度に購入しました軽乗用車１台を廃棄しましたが、新たに軽貨物の電気自

動車１台を購入したため、増減はなく、３０台の保有となっております。 

 一般会計に属する基金は年度中に５,４４０万５,０００円増加し、基金合計額は２９億

５,８０５万９,０００円です。前年度決算剰余金の積立による財政調整基金の増加が主な要因と

なっております。備考欄には、各基金の本年度末現在高を記載しております。権利は年度中に京

築地区水道企業団への出資金が４０万円増え、合計で３億７,３３８万５,０００円となっており

ます。債権の増減はございません。 

 ７、一部事務組合の財産の状況です。土地・建物に関する増減はありませんが、豊前市外二町

清掃施設組合において、令和５年度から共同運営をしておりますし尿処理に係る土地・建物につ

いては、昨年度に引き続き財産処分協議中となっております。組合債の残高につきましては、吉

富町外一市中学校組合は１,８８７万１,０００円減少し、１億１,５１８万７,０００円に、豊前

市外二町清掃施設組合は、し尿処理に係る組合債が３,０３９万１,０００円減少し、２億

６,０９２万５,０００円に、京築広域市町村圏事務組合は４,０６４万６,０００円減少し２億

１,０４２万７,０００円に、京築地区水道企業団は２億７,０５４万１,０００円が減少し２３億

５,１７８万６,０００円となっております。 

 ７ページから８ページにかけましては、歳入歳出決算の科目別の割合を円グラフで示しており

ます。 

 次の９ページから１０ページにかけましては、国民健康保険特別会計の決算概要です。予算額、

決算額、過去３年の決算の状況、歳入歳出それぞれの科目別内訳などを掲載しております。 

 １０ページをお願いいたします。 

 下から２つ目の表、５、基金です。保険給付費支払準備基金は、年度中に利息分５,７８１円

を積み立てましたが、２,９００万円を取り崩したため、本年度末現在高は４,６０６万

２,５４２円となっております。高額療養資金貸付基金は、年度中の増減はなく本年度末現在高

は原資額の３５０万円です。 

 １１ページをお願いいたします。 

 奨学金特別会計の決算概要を記載しております。一番下の表、５基金についてです。奨学金基

金は、年度中に利息分１万５,９８８円を積み立てましたが、７００万円を取り崩したため、本

年度末現在高は９,９１９万１,８６６円となっております。 

 １２ページをお願いいたします。 
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 後期高齢者医療特別会計の決算概要を記載しております。 

 歳入歳出ともに令和５年度の決算額を比較参考として記載しております。歳入では、令和５年

度と比較し１,２４９万４,９０５円の増額、歳出では１,１７４万８,３７９円の増額となってお

ります。 

 以上で概要の説明を終わります。 

○議長（山本 定生君）  決算の概要説明が終わりました。 

 引き続き、水道事業会計下水道事業会計の決算の概要について、担当課長の説明を求めます。

上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  それでは引き続きまして、１３ページをお願いをいたします。 

 令和６年度吉富町水道事業会計決算の概要につきまして、御説明をいたします。 

 １、収益的収入及び支出。まず収入につきまして、当初予算額１億５,４４２万７,０００円に、

補正予算額はマイナス２４６万６,０００円、予算現額は１億５,１９６万１,０００円です。支

出につきましては、当初予算額１億６,４５２万４,０００円に補正予算額はマイナス３４４万

９,０００円、予算現額は１億６,１０７万５,０００円です。これに対しまして決算額は収入

１億５,５３９万２,７９５円、支出は１億３,７７３万８,５７５円で、収入支出差引残高は

１,７６５万４,２２０円となっています。 

 次に、２、資本的収入及び支出です。収入につきましては、当初予算額１億７,９０６万円、

補正予算額３,３００万円、地方公営企業法第２６条の規定による繰越額はなく、予算現額は

２億１,２０６万円です。 

 支出につきましては、当初予算額１億９,２４２万３,０００円、補正予算額３,３００万円、

地方公営企業法第２６条の規定による繰越額はなく、予算現額は２億２,５４２万３,０００円と

なっております。これに対し決算額は収入１億５６万８,９３３円、支出は１億２,２９１万

２,６７５円で、収入支出差引残高はマイナスの２,２３４万３,７４２円となっております。 

 この資本的収入額（翌年度繰越額の財源６６９万５,７３３円を除く）が資本的支出額に不足

する額２,９０３万９,４７５円は、過年度損益勘定留保資金１,６７７万７,４１３円と、当年度

消費税及び地方消費税資本的収支調整額６２６万２,０６２円で補填をいたしております。なお、

不足する額６００万円は、当年度同意済企業債の未発行分をもって翌年度に措置するものとする。 

 続きまして、３、契約の要旨でございます。令和６年度における契約のうち、主なものを掲載

しております。下水道工事に伴う配水管布設替工事が６箇所、送・配水管連絡工事は水道施設統

廃合事業に伴うものでございまして、一番下に記載の配水管布設替工事（牛喰架道橋下）につき

ましては、役場前のＪＲ線路下の県道に今残っておりました老朽管の布設替工事を行ったもので

ございます。 
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 ４、業務。年度末給水人口のほか、記載の項目につきまして、令和６年度と令和５年度を比較

して掲載してございます。年度末給水人口、年度末給水栓は令和５年度に比べ減少となっており

ますが、３行目、年間配水量、４行目、年間１日平均配水量、５行目、年間給水量はいずれも増

加の数値となっております。これらの数値によれば、１人当たりの水道使用量が増加したという

ことが伺えます。有収率につきましては９５.５３％となりました。今後も、日々の配水量管理

におきましては、入念な監視を行い、漏水の早期発見、早期修繕に努めてまいりたいと思います。 

 次に、５、企業債及び一時借入金の概要です。企業債につきましては、前年度末残高７億

８,１０２万９,１６４円に、本年度借入高６,９１０万円を加えまして、本年度償還高は

１,４６６万１,０５９円ですので、これを差し引きまして本年度末残高は８億３,５４６万

８,１０５円となっております。一時借入金はございません。 

 ６、令和６年度水道事業会計固定資産明細でございます。固定資産の年度当初現在高は２５億

４１万６,５８７円で、当年度増加額は９,８４１万５６０円、当年度減少額は４５１万

６,７７３円、差し引きいたしました年度末現在高は２５億９,４３１万３７４円です。 

 最後に、当年度減価償却増加額は４,３４６万９,８３８円、当年度減価償却減少額は２６３万

１,５４１円で、減価償却累計額、総計は９億１,８７０万２４８円となっており、年度末償却未

済高は１６億７,５６１万１２６円です。 

 以上で、令和６年度吉富町水道事業会計決算の概要についての説明を終わります。 

○議長（山本 定生君）  引き続き下水道もよろしいですか。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  それでは続きまして、１４ページをお願いいたします。 

 令和６年度吉泉町下水道事業会計決算の概要につきまして御説明をいたします。 

 １、収益的収入及び支出。収入につきましては、当初予算額が２億７,０９７万５,０００円で

補正予算額はなく、予算現額は２億７,０９７万５,０００円です。支出につきましては、当初予

算額２億６,００４万５,０００円に、補正予算額５０２万５,０００円、予算現額は２億

６,５０７万円です。 

 これに対しまして、決算額は収入２億７,６１３万８,１６６円、支出は２億５,７６０万

９,５０１円で収入支出差し引き残高は１,８５２万８,６６５円となっております。 

 次に、２、資本的収入及び支出です。収入につきましては、当初予算額４億２,２５６万

１,０００円に、補正予算額と地方公営企業法第２６条の規定による繰越額はなく、予算現額は

４億２,２５６万１,０００円です。支出につきましても、当初予算額５億３,０９７万

８,０００円に、補正予算額と地方公営企業法第２６条の規定による繰越額はなく、予算現額は

５億３,０９７万８,０００円となっております。 

 これに対しまして、決算額は収入３億２,７４８万９,５００円、支出は４億２,９９１万
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８,１３７円で、収入支出差引き残高はマイナス１億２４２万８,６３７円となっております。 

 この資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億２４２万８,６３７円は、過年度損益勘定

留保資金９０２万６,９７９円と、当年度損益勘定留保資金７,７６１万７,７９３円、当年度消

費税及び地方消費税資本的収支調整額１,５７８万３,８６５円で補痾をいたしております。 

 続きまして、３、契約の要旨でございます。令和６年度における契約の中から主なものを掲載

をしております。 

 ４、業務。行政区域内人口のほか、記載の項目につきまして、令和６年度と令和５年度を比較

して掲載してございます。行政区域内人口、いわゆる住民基本台帳上の人口は令和５年度に比べ

１１１人の減となっておりますが、次の段、下水処理区域内人口は令和６年度は４,４８２人と、

令和５年度に比べまして１１０人増加をしております。水洗化人口も令和６年度は２,５６４人

と、供用開始区域の拡張に伴いまして９３人の増加、年度末処理戸数も１,２０７戸となりまし

て５０戸の増加となっております。 

 普及率は令和６年度６９.２％となりまして昨年度より２.８４％の増加、有収水量も下水道使

用者の増加に伴い２８万３,２３４立方メートルとなっておりまして、前年水量より１万

５,００２立方メートル増となっております。 

 水洗化人口や普及率等、少しずつではありますが増加しているところでございます。今後も下

水道の接続増加を図りながら、施設の経年劣化などいろいろ対策にも努めてまいりたいと考えて

おります。 

 次に、５、企業債及び一時借入金の概要です。企業債につきましては、前年度末残高２９億

８,３４３万２,７３３円に本年度借入高２億３,３３０万円を加え、本年度償還高の１億

３,３８４万６,１１７円を差し引きまして、本年度末残高は３０億８,２８８万６,６１６円とな

っております。一時借入金はございません。 

 ６、令和６年度下水道事業会計固定資産明細でございます。固定資産の年度当初現在高は

６１億９,５９４万５,３９３円で、当年度増加額は２億８,８３９万６,０９３円、当年度減少額

は１,６７８万２,１４９円、差し引きました年度末現在高は６４億６,７５５万９,３３７円です。 

 最後に、当年度減価償却増加額は１億４,３６２万１,５３２円、当年度減価償却減少額は

１０万３７５円、減価償却累計額総計は９億６８７万３,３７９円となっており、年度末償却未

済高は５５億６,０６８万５,９５８円となっております。 

 以上で、令和６年度吉富町下水道事業会計決算の概要について説明を終わります。 

○議長（山本 定生君）  決算の概要説明が終わりました。 

 引き続き、議案第４７号令和６年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定についてを議題といた

します。 
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 お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第４７号については、本日は決算の内容

について執行部からの説明を受けることにとどめ、質疑を省略して、予算決算委員会に付託した

いと思いますが、これに議異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）   御異議なしと認めます。よって、議案第４７号令和６年度吉富町一般

会計歳入歳出決算の認定については、本日は決算の内容について執行部からの説明を受けること

にとどめ、質疑を省略し、予算決算委員会に付託することに決しました。 

 それでは、決算書をお開きください。決算書の一般会計歳入歳出決算事項別明細書１ページか

ら順を追って説明を求めます。 

 １ページ、２ページ。税務課長。 

○税務課長（岩井 保子君）  １ページから２ページにかけまして、１款町税について説明いたし

ます。 

 調定額は８億７６万４,２７８円で、前年度より３,３１０万１,０６４円の減少でございます。 

 収入済額は７億６,７６６万２７１円で、収納率は前年度と同率の９５.８７％でございます。 

 税別調定額の内訳といたしまして、１項町民税は４,５６５万６,６９９円の減少、２項固定資

産税は１,５０５万２２９円の増加、３項軽自動車税は１０２万４,６４３円の増加、４項たばこ

税は３５１万９,２３７円の減少でございます。 

 そのうちの町税に占める割合と増減額が高い町民税と固定資産税について主な要因を説明いた

します。 

 １項１目個人町民税の１節現年課税分では１,５０１万１,５０３円減少しており、これは東日

本大震災後の復興特別措置である均等割への上乗せが廃止されたこと、デフレ完全脱却のための

総合経済対策に伴う所得割の定額減税など国の政策が反映されたことが主な要因でございます。 

 ２目法人町民税の１節現年課税分も３,０３３万８,６００円減少しており、一部企業において

グループ間の制度の統一を図った結果、引当金を計上し、課税所得が減少したことが主な要因で

ございます。 

 ２項１目固定資産税の１節現年課税分では、評価替の年度ではありましたが１,４０４万

７,２００円増加しており、新築家屋が増えていることや製造業における積極的な設備投資など、

建物や償却資産において課税標準額が増加したことが主な要因でございます。 

 町税全体における不納欠損額は３２万４,２８８円でございます。納税義務者死亡により発生

した相続に対する相続放棄や、法人の倒産による納税義務者の不存在が９件で、ほかに時効の完

成による徴収不納が１件の計１０件でございます。滞納者数は全税合わせて１７５名でございま

す。 
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 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ３ページ、４ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  ３ページをお願いいたします。 

 ９款１項１目地方特例交付金で、予算額３,５３３万７,０００円に対し、調定額、収入額とも

に３,６００万２,０００円でございます。 

 前年度比２,８３０万７,０００円の増となっておりますが、これは先ほど税務課長から説明が

ありました、個人町民税の定額減税による減収を補痾するための交付金としまして、令和６年度

に限り２,７７２万９,０００円が交付されたことによるものでございます。 

 続きまして、１０款１項１目地方交付税で、予算額１４億８,４７９万５,０００円に対し、調

定額、収入済額ともに１５億１,９０５万４,０００円でございます。 

 内訳としましては、１節普通交付税が予算額、調定額、収入済額全て１４億１,４７９万

５,０００円、２節特別交付税が予算額７,０００万円に対し、調定額、収入済額がともに１億

４２５万９,０００円でございます。 

 このうち、普通交付税につきましては、物価高騰や人件費増加などによる財政需要が加算をさ

れ、対前年度比で１,５４８万２,０００円、率にして１.１％の増となっております。 

 また、特別交付税につきましては、前年度比２００万８,０００円、２.０％の増となっており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  子育て健康課長。 

○子育て健康課長（梅林 正典君）  ４ページをお願いします。 

 １２款１項１目１節の児童福祉費負担金です。調定額３,４４２万９,３６０円に対し、収入済

額３,３７８万２,１３０円、収入未済額は６４万７,２３０円です。 

 まず、保育所関連の内訳としまして、備考一番上の町立保育園保育料から４項目めの町外私立

保育園保育料、それから一番下のつくしんぼ保育所保育料では現年分の保育料等の収入済額は

２,３０７万４,０２０円、収入未済額は２３万３,４８０円で、収納率は９９.０％、滞納者は

３名でございます。滞納繰越分の収入済額は１４万９,０４０円、収入未済額は４１万３,７５０円

で、収納率は２６.５％、滞納者は７名となっております。 

 また、備考の下から２項目め、放課後児童クラブ保育料については収納率１００％で、現年分

の調定額及び収入済額は６０１万３,８１０円で滞納繰越はございません。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ５ページ、６ページ。７ページ、８ページ。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（梅林 正典君）  ８ページお願いします。 
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 １４款２項２目１節の疾病予防対策事業費補助金です。 

 備考の２項目め、新型コロナ定期接種ワクチン確保助成事業補助金については、予算額

６３８万２,０００円に対し、調定額、収入済額ともに３２７万８,５００円で、予算額を

３１０万３,５００円下回っております。 

 新型コロナワクチン接種については、昨年度から予防接種法上の定期接種に位置づけられたこ

とから、自己負担もいただいての運用となっております。昨年度は定期接種以降後の初年度でも

あったことから、接種者の見込みを６５歳以上の人口の４割程度を見込んで予算計上いたしまし

たが、実際の接種者は２割程度の実績にとどまったことから予算額を大きく下回っております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  建設課長。 

○建設課長（軍神 宏充君）  ８ページお願いいたします。 

 １４款２項３目１節社会資本整備総合交付金の上から２行目の町営住宅分３,３４０万

６,０００円の内訳につきましては、令和６年度実施分として幸子団地の公共下水道工事に係る

交付金３０４万４,０００円と、平原団地解体設計費及び住宅解体に伴う移転補償に係る交付金

１６０万８,８００円となっております。残りは令和７年度幸子団地外構工事の既収入特定財源

としまして、２,８６０万７,４００円となっております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  それでは、ここで暫時休憩いたします。再開は１１時１０分といたしま

す。 

午前11時00分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時10分再開 

○議長（山本 定生君）  再開します。 

 それでは、７ページ、８ページ、よろしいですか。９ページ、１０ページ。１１ページ、

１２ページ。１３ページ、１４ページ。ふるさと納税推進室長。 

○ふるさと納税推進室長（岩井 保子君）  １７款１項２目ふるさと吉富まちづくり応援寄附金は、

予算額７,０００万円に対し、調定額、収入済額ともに３,５２７万８,０００円でございます。 

 内訳といたしまして、個人版のふるさと納税が１,８６５件３,２６７万８,０００円で、前年

度と比較して件数は１,２７５件、金額は７０６万４,５００円、ともに減少しております。 

 返礼品の内容を見て寄附先を選ぶ寄附者が依然と多い中、国の指定基準も年々厳格化しており、

ふるさと納税の返礼品を県産品に頼らざるを得ない本町にとっては、厳しい結果になりました。 

 企業版ふるさと納税につきましては、４件で２６０万円の寄附がありました。前年度と比較し
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て寄附企業は１社増えましたが、金額は１００万円減少しております。 

 令和５年度に引き続き、寄附額が残念ながら減少しておりますが、４社の企業から町の取組に

御賛同いただき、交通安全対策や複合型施設基本計画策定事業にありがたく受入れをさせていた

だいております。 

 なお、企業版ふるさと納税につきましては、様々なプロジェクトに取り組む地方自治体と寄附

を行う企業のパートナーシップを通じ、地方創生の実現を図ろうとするものであり、国といたし

ましても、特例措置の適用期限を３年延長し推進していることから、本町が目指すＳＤＧｓやこ

どもまんなか、ワンヘルスなどの政策を実現する貴重な財源として、引き続き積極的に寄附金の

獲得に向けて取り組んでまいりたいと考えておりますので、議員の皆様には御理解をいただくと

ともに、力強い後押しをいただければ、私たち職員もより心強く、幸いに思います。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ほかありませんか。よろしいですか。じゃあ１５ページ、１６ページ。

１７ページまで。続いて、歳出、１８ページ。１９ページ、２０ページ。２１ページ、２２ペー

ジ。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  ２１ページです。 

 ２款１項１目一般管理費の１８節負担金補助及び交付金の一番下ですが、予備費から１万

１,０００円を充用しております。これは、すぐ上の衛生推進者養成講習の受講負担金に充用を

したものです。 

 令和６年７月の人事異動により、こどもの森の衛生推進者が異動したことから、新たな衛生推

進者を選任するため、講習を受講する必要が生じたことによるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ほかよろしいですか。２３ページ、２４ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  ２３ページをお願いいたします。 

 ２款１項５目財産管理費の１４節工事請負費で、３０８万５,０８８円の不用額が生じており

ます。 

 これは、当初、庁舎修繕工事としまして、副町長室の整備のため３００万３,０００円の予算

を計上しておりましたが、できるだけ費用を減らせるように様々な検討や調整を重ねた結果、最

終的に既存の応接室を活用することで、ほとんど費用をかけない形で副町長室を整備することが

できたことから、不用となったものでございます。 

 続いて、２４節積立金で、財政調整基金費から１万６,０００円を流用をしております。 

 これは、前年度末に初めて積立てを行いました公共施設等整備基金につきまして、運用利息が

生じた際の当該基金への積立てに関する予算措置が漏れておりまして、この積立てに必要な額を
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流用させていただいたものでございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ほかよろしいですか。２５ページ、２６ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  ２５ページをお願いします。 

 ２款１項１０目財政調整基金費において、一般管理費から３万１,０００円を流用をしており

ます。 

 これは、基金の取崩しが必要な案件が生じ、予定をしていなかった定期預金の中途解約による

利息の基金への積立てが発生をしたことから、積立てに必要な額を流用したものでございます。 

 続きまして、２６ページをお願いいたします。 

 ２款１項１２目諸費の１１節役務費において、一般管理費から１万２,０００円を流用してお

ります。 

 これは、すぐ上の委託等業務災害補償保険料にて、令和６年度から新たな補償の対象者が生じ

たことで保険料が増額となったことから、不足する保険料を流用させていただいたものでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ２７ページ、２８ページ。住民課長。 

○住民課長（南  博己君）  ２７ページをお願いいたします。 

 ２款１項１４目１１節の、失礼いたしました。（発言する者あり）すみません。 

 ２８ページでございます。 

 ２款１項１４目１８節負担金補助及び交付金のところでございます。住民課関係の予算額

２２５万円に対し、１０７万９,０００円の不用額について御説明いたします。 

 こちらは備考欄の上２つ、空き家関連で、まず、１番目の空家改修事業費補助金です。空き家

バンクに登録された空き家の改修工事と、家財の処分費用について補助するものでございます。

予算額２００万円に対しまして、不用額８７万３,０００円です。 

 その下の空家バンク利用促進補助金は、空き家バンクを介して物件を賃貸または購入された方

に対し、仲介手数料の一部を補助するもので、予算額２５万円に対して、不用額２０万６,０００円

でございます。 

 両補助金とも年度末までの交付申請が可能でありますので、減額補正は行わず、執行残が生じ

ております。 

 次に、１５目交通政策費１２節の委託料でございます。予算額１,１２４万円に対しまして、

１６９万１,８８４円の不用額について御説明いたします。 

 備考欄に記載しております４つの公共交通の運行に必要な経費を計上していましたが、委託料
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の支払いにつきましては、運行経費から運賃収入分を差し引いた金額を支払いいたしますので、

その分執行残が生じたものでございます。 

 一番下のデマンドタクシーは、委託業者の車両を使用しておりますので、車両の維持管理費や

人件費のほうが不用となりまして、予約があった日のみタクシーの運賃から１人当たりの利用料

を差し引いた金額が運行委託料となるため、執行残が多くなっております。 

 以上でございます。 

○ふるさと納税推進室長（岩井 保子君）  ２８ページから２９ページにかけまして、２款１項

１６目ふるさと吉富まちづくり応援事業費で、３,７２９万４,９５２円の不用額が生じておりま

す。 

 主に、１２節委託料と次ページの２４節積立金でございますが、これにつきましては歳入のふ

るさと吉富応援寄附金と比例いたしておりますので、寄附金の収入額が見込みより少なく、それ

に対応する支出額も減少したことから、不用額が生じたものでございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  続いて２９ページ、３０ページ。税務課長。 

○税務課長（岩井 保子君）  ２款２項１目２２節償還金利子及び割引料で、予備費から２７５万

３,０００円を充用いたしております。 

 予定申告納税をした法人住民税において、確定申告に伴い、法人税割額が過大納付となり、予

算額を上回る還付が生じており、還付処理の遅延に伴う還付加算金の支出を最小限に抑えるため、

予備費を充用いたしました。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ほかにありませんか。３１ページ、３２ページ。住民課長。 

○住民課長（南  博己君）  ３１ページをお願いいたします。 

 ２款３項１目戸籍住民基本台帳費、需用費のところです。 

 こちらで人権啓発講演会講師謝金に充当するために、３款１項７目人権啓発費７節報奨費へ

３万２,０００円流用しております。 

 続いて、その下、１２節委託料でございます。予算額２,６４７万３,０００円に対しまして、

不用額１１７万８,４３０円について御説明いたします。 

 こちらは下から３項目め、戸籍システム改修委託料で、令和５年度から令和６年度へ繰り越し

たものですが、戸籍附票システム振り仮名対応改善業務につきまして、国が示す仕様が変更とな

ったために執行残が生じております。繰越予算でございますので、年度途中での減額補正ができ

ておりませんでした。 

 以上でございます。 
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○議長（山本 定生君）  ３１ページ、３２ページよろしいですか。じゃあ３３ページ、３４ペー

ジ。３５ページ、３６ページ。３７ページ、３８ページ。福祉保険課長。 

○福祉保険課長（友田 哲也君）  ３７ページをお願いいたします。 

 ３款１項１目社会福祉総務費の２２節返還金の内容について御説明いたします。 

 これは、令和２年度から令和５年度分までの障がい者関係の国や県の各種補助金９件分の返還

額の合計になっており、いずれも毎年利用する方の負担割合の移動や利用の状況が見込みにくい

というところがございまして、翌年度で精算する流れとなっております。その中で返還額が大き

いものを幾つか挙げますと、令和５年度障害者医療費国庫負担金が４１６万４,３２２円、令和

５年度障害者医療費県費負担金が２０８万２,１６１円となっております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ３７ページ、３８ページよろしいですか。３９ページ、４０ページ。福

祉保険課長。 

○福祉保険課長（友田 哲也君）  ４０ページお願いします。 

 ３款１項４目介護予防日常生活支援総合事業費の１７節備品購入費の６万円について御説明い

たします。 

 これは、福岡県国民健康保険団体連合会に介護報酬の請求を行う際に必要となるもので、介護

報酬の改定に伴いまして介護伝送ソフトを購入しております。町のほうが購入し、委託先の地域

包括支援センターに貸与して使用しています。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ４１ページ、４２ページ。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（梅林 正典君）  ４２ページをお願いします。 

 ３款２項１目児童福祉総務費の１０節需用費です。２２３万９,５３５円の不用額についてで

す。このうち、食糧費の不用額が１６３万５,７６９円と多くなっております。 

 この食糧費については、学童保育でのおやつ代になりますが、年度途中の退所による児童数の

減や土曜日の欠席などが不用額の主な要因となっております。 

 続いて、１２節委託料です。９１５万５,６２２円の不用額についてです。保育所への年度末

までの新規入所に備え、予算を確保しておく必要があったため、不用額が生じております。 

 なお、支出額自体は、令和５年度と比較しまして４,３４０万円ほどの増となっております。

増額となった主な要因は、国の公定価格の増額見直しが行われたことによるものとなっておりま

す。 

 具体的に、町内私立保育所における前年度との決算額の比較では、昭和保育園が約６４５万円

の増、わかば乳児保育所が約１,５３７万円の増、それから、つくしんぼ保育所については前々
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年度途中から認可保育所となったこともあって、約１,３３４万円の増となっております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ４３ページ、４４ページ。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（梅林 正典君）  ４３ページをお願いします。 

 ３款２項１目児童福祉総務費の１８節負担金補助及び交付金です。４６３万２９０円の不用額

についてです。備考の上から４項目め、障害児保育事業補助金で、予算額４５０万円が全額不用

額となったことが要因となります。 

 予算は障がい児対応の保育士として３名分を確保しておりましたが、実績での配置はございま

せんでしたので、全額不用額となっております。 

 続いて、３款２項２目児童措置費の１８節負担金補助及び交付金です。１８７万８,０７０円

の不用額についてです。 

 主な要因は、備考の一番上、特別保育事業補助金で、その中の事業で行っております一時預か

り事業と延長保育事業の利用実績が、それぞれ予算計上数を下回ったことによる不用額となって

おります。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ４３ページ、４４ページよろしいですか。４５ページ、４６ページ。

４７ページ、４８ページ。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（梅林 正典君）  ４７ページをお願いします。 

 ４款１項２目予防費の１２節委託料です。６７１万３,７０３円の不用額についてです。主に

は、備考の一番上、予防接種委託料の不用額となります。 

 要因としまして、歳入でも御説明いたしましたが、新型コロナワクチン接種者の実績が当初の

想定より少なかったことから、多くの不用額が出ております。 

 続いて、４８ページをお願いいたします。 

 ４款１項３目母子衛生費の１２節委託料になります。１６１万９,６１４円の不用額について

です。主には、備考の３項目めの妊婦健診委託料と、備考の一番下、産後ケア事業委託料が主な

要因となります。 

 妊婦健診委託料については、母子手帳交付時に１４回分の健診補助券を交付する事業になりま

すが、昨年度の母子手帳交付者数は４７名ということで、見込みより少なかったことによる

９５万円ほどの不用額となっております。 

 また、産後ケア事業については、産後６か月未満の母子を対象に産婦人科でショートステイを

することができる事業になりますが、こちらも見込みより利用者が少なかったことによる６５万

円ほどの不用額となっております。 



- 26 - 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ４９ページ、５０ページ。５１ページ、５２ページ。５３ページ、

５４ページ。５５ページ、５６ページ。地域振興課長。 

○地域振興課長（守口 元子君）  ５５ページをお願いします。 

 ６款２項２目水産業振興費１８節負担金補助及び交付金でございます。不用額１３４万

３,０３８円の主な理由としましては、備考欄一番下の、漁業用燃油価格高騰対策事業費補助金

の不用額１１２万９,０００円となります。 

 この補助金は、財源として国庫補助金、価格高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、

燃油価格の高騰による水産業の経営に及ぼす影響を緩和することを目的に、漁業従事者に燃料費

用の３分の１を実績に応じ補助したものです。予算では漁業従事者１３人分の年間使用料を算定

し、１６８万円を計上しましたが、実績では１１人分であり、また、大雨、強風などの自然現象

により操業日数が平年よりも減少したため、不用額が生じております。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  建設課長。 

○建設課長（軍神 宏充君）  同じく５５ページお願いいたします。 

 ６款２項３目１０節需用費の不用額５５万７,０８２円でございます。こちらは主に突発的な

修繕対応としての修繕料の残額でございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ５５ページ、５６ページよろしいですか。５７ページ、５８ページ。建

設課長。 

○建設課長（軍神 宏充君）  ５８ページお願いいたします。 

 ８款２項２目１４節工事請負費の不用額２１０万１,０５０円につきましては、入札の執行残

と工事の変更に対応するものとしての残額です。 

 その下の１６節公有財産購入費の不用額２５５万５,５８２円につきましては、前年度から繰

り越した小犬丸の用地交渉で一部の方から同意が得られず、不用額となったものでございます。 

 続いて、３項１目１０節の不用額５７万８,８７５円でございます。こちらも主に突発的な修

繕対応としての修繕料の残額でございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ５９ページ、６０ページ。６１ページ、６２ページ。６３ページ、

６４ページ。６５ページ、６６ページ。６７ページ、６８ページ。教務課長。 

○教務課長（石丸 順子君）  ６７ページ、１０款２項小学校費１目学校管理費の１０節需用費の

不用額についてです。突発的な修繕のために計上しております修繕料の不用額が９４万６２０円
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となっております。 

 この修繕の内容ですが、給食用リフトの修繕工事費が６３６万４,６００円。校舎建設当時か

ら４０年近くが経過し、劣化状況にある中、部品の供給が令和７年３月で終了することから、給

食の安定供給のために修繕をしております。また、熱中症予防対策として、ミストシャワーの設

置に伴う修繕工事も実施をしております。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ６９ページ、７０ページ。教務課長。 

○教務課長（石丸 順子君）  ６９ページ、１０款３項中学校費１目学校管理費の１８節負担金補

助及び交付金、中学校組合負担金の不用額１６１万８,０００円についてです。２月の中学校組

合議会を経まして、最終的な本町の負担金の額が決定されましたが、本町の補正予算の編成後で

あり減額ができなかったため、不用額となっております。 

 負担金減額の主な要因は、中学校組合予算、歳入で前年度繰越金の確定や、国・県補助金の交

付決定による収入の増、歳出では令和６年度から事務局長に中学校組合職員が就いたため、教務

課長の併任分の給料と管理職手当の４０％の支出が不用となったことなど、中学校組合の運営に

必要な一般財源の必要額の縮小により、本町の負担額が減額となっております。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ６９ページ、７０ページよろしいですか。７１ページ、７２ページ。教

務課長。 

○教務課長（石丸 順子君）  ７２ページ、１０款４項社会教育費４目フォーユー会館費の１０節

需用費、不用額２１２万７,６７０円についてです。主に修繕料の残となっております。 

 緊急度の高い箇所を優先的に施設、設備、備品の修繕を行っており、大ホールでは空調や舞台

照明のピンスポットライト、研修棟では空調や照明、トイレ、ブラインドカーテン、車椅子など

の修繕を行っております。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ７３ページ、７４ページ。７５ページ、７６ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  ７５ページをお願いいたします。 

 １１款１項公債費について、支出額３億２３７万３,６２６円で、前年度比約１,６６８万

２,０００円の減となっております。 

 公債費につきましては、近年、ハード事業の事業費についての精査を強め、起債を抑制的に運

用していることや、臨時財政対策債の発行額の減少により、これまで増加傾向が続いておりまし

た町債の償還額も一旦頭打ちとなり、令和６年度は減少に転じております。町債の発行残高につ

きましても、先ほど決算概要で説明がありましたとおり、前年度末残高から２億円以上減らすこ
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とができております。今後も、将来的な公債費の負担を見据えながら、適正な範囲で計画的に起

債を行ってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ほか。それでは、漏れはありませんか。よろしいですか。 

 以上で、決算書の内容について執行部からの説明が終わりました。 

 次に、議案第４８号令和６年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを議

題といたします。 

 ページを追って質疑を行います。 

 決算書１ページをお開きください。１ページ。２ページ。歳出３ページ。４ページまで。 

 続きまして、事項別明細書１ページをお開きください。歳入１ページ、２ページ。３ページ、

４ページ。 

 歳入全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、歳出に移ります。歳出５ページ、６ページ。新保議員。 

○議員（１番 新保 祐介君）  ６ページ、１款総務費の１項３目、１１区分の役務費のジェネリ

ックの医薬品普及促進通知書郵送料がありますけれども、これは全員、全町民に配付されたもの

なんでしょうか。また、こういったことの効果等々検証等上がっていましたら教えていただきた

いと思っております。お願いします。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（友田 哲也君）  ジェネリックの通知の関係ですが、令和６年度に関しては

４５件分の通知ということで行っております。ジェネリック医薬品のほうを使っていただいて、

医療費削減の御協力のほうをお願いしているところです。その分の効果というところまでの検証

は、ちょっと今のところはできておりません。 

 以上です。 

○議員（１番 新保 祐介君）  あと、全員か。 

○福祉保険課長（友田 哲也君）  ですので、全員ではなくて、必要な方４５件というところで送

付をしております。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。５ページ、６ページ、ほかありませんか。７ページ、

８ページ。９ページ、１０ページまで。 

 歳出全般について御質疑はありませんか。向野議員。 

○議員（４番 向野 倍吉君）  全般的になんですけども、こちらの説明書の中に、「平成２９年

よりほぼ毎年高額医療市町村に指定されており」とありますが、本年度は、本町はかなり職員の
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努力もあり少なくなっていると思うんですけども、この令和６年度もまだ高医療費市町村に指定

されているのでしょうか。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（友田 哲也君）  令和６年度に関しての１人当たり医療費というのが、もうぎり

ぎりの令和７年度末にしか出ません。今回概要で記載している令和５年度というところが直近最

新の情報になっております。（「で、指定されている」と呼ぶ者あり） 

 一応、この令和５年度の１０団体、１０位になっているんですけれども、県内の１０％が高医

療費市町村に該当するということで、令和５年度のこの分はまだ該当しております。実質、該当

している年度が令和７年度からまた高医療費市町村に該当しているんですが、今のところ令和

９年度まではその市町村に該当しておりまして、県のほうに随時報告をしながら改善に努めてい

るところでございます。 

○議長（山本 定生君）  以上、歳入歳出全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、実質収支に関する調書１１ページ。財産に関する調書１２ページ。 

 以上、決算書全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第４９号令和６年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

議題といたします。 

 ページを追って質疑を行います。 

 決算書１ページをお開きください。１ページ、２ページ。 

 続きまして、事項説明細書１ページ。２ページまで。 

 歳入全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、歳出に移ります。歳出３ページ、４ページまで。 

 歳出全般について御質疑はありませんか。丸谷議員。 

○議員（２番 丸谷 宏一君）  全般なんですけど、後期高齢の医療の費用は大分下がってきてい

るんですけど、その辺何か内容教えていただければと思います。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（友田 哲也君）  すみません。医療下がっている、議員、すみません、どちらの

ほうを今見られましたかね。医療が下がっているというのは。 

○議長（山本 定生君）  ちょっと丸谷議員、もう一度詳しく説明してください。 
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○議員（２番 丸谷 宏一君）  主要報告書の一番最後ですね。一番最後の２８ページの中に、令

和２年から令和６年までの推移を表示していますけど、徐々に全般的には差額が増えているので、

医療費少なくなっているのかなと思ったんですけど。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（友田 哲也君）  お答えいたします。 

 １人当たり医療費のところでよろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり）そうですね。後

期高齢者医療自体の支出というのは、皆さん、年を取っていきますのでどんどん増えてきている

状況でございます。本町につきましても、その１人当たり医療費ですね、増えてきておったんで

すが、令和６年度に関しましては、また順位のほうが大きく下がってきているという状況でござ

います。ここのところにつきましては、被保数のほうは増えております。 

 下がる要因としましては、詳しく検証はできておりませんが、今現在うちのほうがやっており

ます介護予防ポイント事業、あとは健幸ポイントアプリ事業、そういったところで皆様方の健康

意識が広がってきて、様々なところに行かれて動かれる、動かれるということは元気であるとい

う証拠の（  ）かなと、私のほうは考えております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  丸谷議員。 

○議員（２番 丸谷 宏一君）  ありがとうございます。後期高齢者に入ってくる年度でいうと、

令和６年から令和７年、今年ですかね、が多分その推移としては一番トップというか、増えてく

ると思うんです、人数でいうとですね。ですので、今これを見ると、令和２年から令和６年まで

は歳入がずっと増えてきています。歳出も増えたり減ったりですけど歳出も増えているんですけ

ど、これは当然人数が多いから増えてはいるんですけども、ただ１人当たりにすると下がってい

るというところですね。さっきの後期高齢者に行く前のところ、７５歳未満の国民健康保険のと

ころの皆さんが、先ほど申し上げたとおり、どういう皆さんのグループとか、何かの施策の中で

減っていたらいいなという思いでちょっと質問しているんですけども、検証をしていただければ

と思うんですけど、そこは手応えみたいなものは感じているんですか。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（友田 哲也君）  先ほども申し上げましたが、吉富町の医療費ですね、国民健康

保険のほうが高医療費市町村に指定されているということで、高いというところが少し前からあ

りました。そして、前任課長のほうがいろいろ考えまして、まずは介護用ポイント事業というと

ころで、皆様方が集える、地域でそういった場所のほうの設定をしながら、またボランティアの

活動をしていただくというところで、ポイント付与をして動いていただいて健康になっていただ

くというものを始め、昨年度から私のほうが課長になりまして、健幸ポイントアプリ事業という
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ことで、歩くことによって皆様方に健康に元気に楽しくなってもらうというところで、そういっ

た事業を始めております。そちらのほうの事業も順調に人数のほうが増えてきておりまして、

４月の段階で１３０人ほどの方が参加しておりましたものが、今１６０名ほどということで増え

てきております。年度末にかけて人数のほうを増やしたいと思っているところでございます。 

 議員がおっしゃった感覚的にというところでございますので、申し上げますと、やはりそうい

った様々な事業をすることによって、皆さん、本当に健康意識を持っていただき、実際健康にな

っていただき、医療費のほうも実際下がってきていると私のほうは感じております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  子育て健康課長。 

○子育て健康課長（梅林 正典君）  私からもお答えいたします。あいあいセンターのほうで特定

健診事業を行っていますので、その観点からお答えいたします。 

 コロナが発生してからは、特定健診受診率が急激に落ち込みを見せたんですが、それ以降は、

毎年特定健診受診率４０％前半から現在は４５％以上ということで、県内でも１０位以内という

ことでかなり高い水準になってきております。また、今年度からは、がん検診も無償化いたしま

した。がん検診についてもかなり高い受診率、受診者の向上が図られております。そういったこ

とも一つ要因として考えられるのではないかと考えております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。実質収支に関する調書５ページ。 

 以上、決算書全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 続きまして、次に、議案第５０号令和６年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定につい

てを議題といたします。 

 ページを追って質疑を行います。 

 決算書１ページをお開きください。１ページ、２ページ、３ページまで。 

 続きまして、事項別明細書１ページをお開きください。歳入１ページ、２ページまで。 

 歳入全般について御質疑ありませんか。新保議員。 

○議員（１番 新保 祐介君）  提案にもちょっとなるんですけれども、周防灘の自立圏も含めて

なんで、こういうふうにして返済の、違った、ごめんなさい、ちょっとまとめますね。奨学金の

活用のそういうふうにしていると思うんですけれども、今、北九州の都市圏の連立協定とかも結

ばれている中で、北九州、福岡、北九州まででいうと、そこまでの通勤、通学とかも今できるよ

うな状況になっていると思いますので、例えばそこまでの生活圏まで通っている方々まで含めた
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奨学金の活用とかを今後認めるようなことが何かできたらいいんじゃないかなと思っておるんで

すが、いかがでしょうか。 

○議長（山本 定生君）  教務課長。 

○教務課長（石丸 順子君）  一般会計に計上しております奨学金の返還支援に関する御質問にな

りますでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり）そうですね、制度自体は今そのように苅田町から

豊後高田市までに勤務をされる方ということで限定をしております。制度の見直しが迫っており

ますので、その際には検討したいと考えておりますが、吉富町に住んでというところを起点に考

えてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。歳入全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、歳出に移ります。歳出３ページ。 

 歳出全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  以上、歳入歳出全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  実質収支に関する調書４ページ。財産に関する調書５ページ。 

 以上、決算書全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第５１号令和６年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について、

ページを追って質疑を行います。 

 水道事業会計決算書１ページをお開きください。 

 収益的収入及び支出の収入全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  支出全般について御質疑はありませんか。丸谷議員。 

○議員（２番 丸谷 宏一君）  この後の下水にもちょっと関係するところなんですけども、以前、

同僚議員からも水質のことであったりとか、先ほど課長のほうからも、配管のことも、古くなっ

たやつのことも上げられていましたけども、前回、質問をして答えていただいたときから見ても、

全国的に見ても、また水質のことだったり、あるいは大雨が降って破裂をしたりとか、ニュース

って頻繁に出ていますけども、今今もう一度、（  ）になって重複するかもしれませんけど、

町の水道に関する水質の安全性と、あと下水にも関係するのかもしれませんけど、配管を含めた
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その辺の安全性についてお答えいただければと思います。 

○議長（山本 定生君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  水道と下水道の水質を含めたところの安全性という御質問でご

ざいます。 

 まずは水道の水質の安全性から申し上げますと、水道法の中に定められた水質基準の方法等に

沿って毎月検査をしております。毎月、ホームページのほうにも水質結果を公表しております。

水質については、完全に安全な飲料水ということで御安心していただいて結構かと思います。 

 それから、水質のところでよく取り上げられますが、全国的にも報じられておりますＰＦＯＳ、

ＰＦＯＡの発がん性物質とかいうことでいろいろ言われておりますが、この件につきましても、

報道があって以来積極的に水質検査を行っております。今年の検査についても、先月採水をいた

しまして、定量限界値以下、いわゆるもう検出されないというような結果を得ておりますので、

そういった面も含めまして、水質については安心していただいて結構かと思います。 

 それから、配管の安全性につきましては、現在全国的にニュースで報じられております、いわ

ゆる下水道管や水道管の破裂やそういったことによる道路の陥没、これが非常に問題となってお

ります。ただ、水道管につきましては、先ほど有収率を少し下げたというような報告もいたしま

したが、９５％ということで、これ県内ではかなり高い数字です。水道の配水量につきましては、

日々入念なチェックを行いながら、漏水があれば早期発見、早期修繕、これをもう第一に考えて

おりますので、漏水を早く、修理箇所を発見することで、そういった水道による陥没を防ぐこと

ができる。あるいは下水道管につきましても、昨年度、下水道管渠の中のカメラ調査をいたしま

した。議会でも報告いたしましたとおり安全でございます。下水道管の管渠の老朽化によって陥

没を引き起こすというようなことは、今のところ考えられません。それから、それはどうしてか

といいますと、下水道の処理場の手前に中継ポンプ所という、一度下水が全部集まるところがあ

るんですが、そこの水槽のピットを年に一回は必ず水を全部上げまして、そこにどれくらいの土

砂が流入しておるかということを委託業者と我々で一緒に監視をしております。ほとんどもうそ

ういった土砂の流入等ありませんので、下水道管渠が傷んでいるというようなことは今のところ

考えられません。というようなことから、水質あるいは老朽化についてもしっかりと管理をして

おると。 

 ただ、一部水道の老朽管については、皆様も御存じのとおり、昭和４７年に簡易水道というこ

とで吉富町の水道、スタートしております。下水道の進捗に伴いまして、かなりそういったとこ

ろの、本課につきましては布設替えが進んでおりますけれども、今後もまだ、今回の決算の中で

も役場の前のＪＲの下、これ昭和４７年の簡易水道当時の配水管でございましたが、積極的にそ

ういったところの老朽管も布設替えを行うということで、水道の安全性を確保していきたいとい
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うふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  丸谷議員。 

○議員（２番 丸谷 宏一君）  ありがとうございます。何でこういう質問をしたかというと、多

分もう一生懸命されているというのはよく分かりますし、今の答弁を聞いても十分に分かるんで

すけど、ニュースで見ているとやはり想定外の災害というか、本来の想定している状況よりもも

っと厳しい状況の何かが起きたときに、あの報道があってからさらにまたいろんなものが起きて

いるというのがちょっと気になりましたので、その辺のところの質問なんですけど、今後のとこ

ろはその想定外のところも含めてお考えをお聞きできたらなと思って質問してみました。 

○議長（山本 定生君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  私たちも議員の皆さんも皆一緒だと思います。町長はじめ、あ

あいったニュースを見ると、やっぱり同じようなものを扱っている、あるいは管理している我々

も同じような思いでああいったニュースを見ております。ですから、想定外というのがなかなか

難しいんですけど、我々のこれまでの経験、あるいはそういったニュースを人ごとというような

ことに感じずに、自分たちのことということで捉えまして、私たちの町の水道や下水道の施設の

中でそういったことが起こり得るのか得ないのか、そういったことを常に考えていきたいと思い

ます。 

 一つの例でもう一つ説明させていただきますと、数年前に和歌山県で送水管が急遽崩落すると

いうような事故がありました。あのニュースを受けて、すぐに翌日から町のそういった水道管が

橋に添架されているような場所、そういったところも緊急点検を行い、その中で一つ土屋橋の下

に水道管を添架しておる支持金具が非常にその当時腐食が進んでいたということで、ちょうど

３月の年度末でしたけれども、新年度を待たずにすぐに発注をして繰越しというような、そうい

った措置を取って、見つけたものはすぐに修繕をする、安心、安全を確保していくと、そういっ

たつもりでやっております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。 

 次に、２ページをお開きください。資本的収入及び支出の収入全般について御質疑ありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  支出全般について御質疑はありませんか。向野議員。 

○議員（４番 向野 倍吉君）  先ほどの説明で、人口も減り、件数も給水人口で減っているんで

すけども、年間配水量が増えているということは、課長の説明でいうと、水、１件当たりの使用
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量が増えているんですけども、例えばメーターまでの漏水はこちらが管理なんですけど、それ以

降は各家庭の漏水になるんですけども、異常に１件１件で今まで使っていた以上に使っている家

とかの、もし何か月か、３か月連続で増えているとか、そういうところを見つけて何か漏水して

いますよとかいう、そういう報告あたりはやっているんですか。 

○議長（山本 定生君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  水道の各家庭等における異常な水量ですね。今現在水道の検針

は偶数月、奇数月というような形で分けてさせていただいて、２か月に１度検針を行っておりま

す。検針員現在２名で検針しておりますが、検針の水量を現地に赴き打ち込むときに、前回の水

量よりも異常に多く増えているというような形の、そういった数字の場合は、入力する機械の中

にメッセージが出るようになっています。そういったときには必ずお声かけをするなり、また、

検針が終わった後、その日その日で私どものほうに検針員から報告が上がってきます。その箇所

につきましては必ず私たち職員が訪問をして、もう一度メーターを確認をいたしまして、水量が

増えていれば、やはり少し水量が増えていますけどということでお話しさせていただきます。そ

の中には漏水というようなこともやはりあります。そういったときには私たちで見つけられると

ころは協力して見つけるんですが、水道業者さんに早めに御相談なさって漏水を止めたほうがい

いと思いますと、そういった御案内までをやっております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。 

 次に、３ページ、重要な会計方針に係る事項に関する注記。 

 次に、４ページ、損益計算書。 

 次に、５ページ、剰余金計算書、剰余金処分計算書（案）。 

 次に、貸借対照表、６ページ、資産の部、７ページ、資本の部まで。 

 以上、決算書全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 ここで暫時休憩いたします。再開は１３時５分といたします。 

午後０時05分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時05分再開 

○議長（山本 定生君）  再開いたします。 

 次に、議案第５２号令和６年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について、

ページを追って質疑を行います。 
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 下水道事業会計決算書の１ページをお開きください。 

 収益的収入及び支出の収入全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  支出全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、２ページをお開きください。資本的収入及び支出の収入全般につ

いて御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  支出全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、３ページ、重要な会計方針に係る事項に関する注記。 

 次に、４ページ、損益計算書。 

 次に、５ページ、剰余金計算書、剰余金処分計算書（案）。 

 次に、貸借対照表、６ページ、資産の部、７ページ、資本の部まで。 

 以上、決算書全般について御質疑はありませんか。新保議員。 

○議員（１番 新保 祐介君）  すみません、こっちの下水道決算書付属書類のほうでちょっと分

からないことがあったので教えていただきたいんですけれども、６ページにあります重要契約の

話になるんですが、これは令和７年３月１４日の水道事業者管理者、町長ではありますけれども、

これどういった保証をされたのか、ちょっと分からないんで教えていただけますか。 

○議長（山本 定生君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  この付属書類の６ページ、重要契約の要旨というところで、今

御質問がありましたように、下水道工事に伴う配水管移設補償ということであります。この移設

補償といいますものは、下水道工事を進める上で、水道管の本管を引き上げざるを得ない、水道

の本管の布設替えが生じてしまうということによりまして、その水道本管のいわゆる残存といい

ますか、価値分の置き換えとか、そういった費用に下水道事業のほうから水道事業のほうに補痾

をしながら、水道事業の水道の本管の布設替えを進めていると、そういった内容でございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。 

 以上、その他決算書全般について御質疑ありませんか。向野議員。 

○議員（４番 向野 倍吉君）  令和６年度も不用額、執行残が約１億円ほどあります。それに関

連してですけども、さきの全協で本年度の追加工事の説明がありました。それも含めた質問なん

ですけども、よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）すみません。 
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 毎年不用額が計上されています。もうここの工事というのは不用額が出る、執行残が出るとい

うのは重々分かっていますが、その要因として、令和６年度は１億円、その前は６,０００万円

とかなりの額が出るんですけども、それの理由をお聞かせください。 

 それと、本年度追加工事を予定しています。なぜこの時期にこのような工事が発注できたのか。 

 それと、あともう一つ、今回の下水道工事と隣接した場所が建設課のほうから道路の舗装工事

も上がっています。それとの関連を教えてください。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  それでは、まずは今年度の令和６年度の決算の中での１億円の

不用額と、今御質問いただきましたが、これは資本的支出の部分で、建設改良費で１億１０５万

８,９８０円ということで、この不用額につきましては、やはり工事請負費であるとか委託料で

あるとか、そういったところでの不用額となります。これは決して予定をしていた工事を行って

いないというのではなく、設計をする段階で精査であったりとか、入札を行うことによって入札

の執行残が出るとか、そういったことによる金額の不用額ということになります。当初予算を組

みますときに、私たち大体工事の延長に、概算のある程度の単価金額を乗じまして計画を立てて

いきます。少し多めといいますか、しっかりといわゆる工事を発注するときに予算が足りないと

いうようなことが生じないような形での予算措置をしておりますので、こういった形で不用額が

出るというようなこともございます。 

 それから次の、今回、令和７年度の話にはなりますが、追加で鈴熊・土屋地区のほうで施工さ

せていただきたいということで全協のほうで御説明をいたしました。これも予定をしていた工事

については、現在のところ、令和７年度におきましても全て実施設計業務を終えて、入札を終え

て、全て発注済というような状況です。なぜこのようにこの時期に追加工事ができたかといいま

すと、例年設計をするのに約１か月ないしそれ以上の期間を要します。それで、全ての予定して

いる工事が年度末に終わってしまう状況であれば、年度末で初めて不用額といいますか、予算の

残額がつかめるんですね。そうなると、もうそこに予算に少し不用額といいますか、執行してい

ない部分があったとしても、その年度内に新たな工事をするということが期間的なこともありま

して、それはなかなか不可能です。難しゅうございます。そういったことから、ここ数年前から

私、考えておりまして、早い時期に早く工事を発注して早く進捗をさせれば、その一つ一つの工

事の大まかな、おおむねの精算額がつかめてきます。そうすることで今の現年度の中で、規模的

には今回鈴熊・土屋地区というのは、今年度出している工事が平均で一つの工事が約４００メー

トルとか４５０メートルの延長をやっているんですが、その半分にも満たないような工事にはな

りますが、よく町長も私たち上下水道課職員に対して激励していただくんですけど、やっと幸子
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地区とか今吉上地区とか、別府・楡生地区まで下水道がやっと上がってきたというようなことで、

非常に予算的にはたくさんの予算を使うんですが、もうそこまで来たんだから、皆さん下水道を、

そういった幸子地区とか今吉地区とか別府・楡生地区にお住まいの方々はもう長いこと下水道が

来るのを待っていると、もう少しでも早く下水道を進めていただきたい、もうやってくれという

ことで、町長のほうからもよく激励されます。そういったことの気持ちもありますので、今の予

算の中で施工ができるような体制を整えて、今の予算の中で少しでも一本でも一件でも多く下水

道が早く使えるようになるようにということでやっているところです。それが追加工事ができた

理由です。 

 そして、隣接するところのアスファルト舗装、この後一般会計の予算審議とかもあると思いま

すが、今回の土屋・鈴熊地区は鈴熊山下のところが現場になります。それで下水道の起点という

のは、ちょうど鈴熊山の下にあるお宅の家が最初の起点になります。そこの路線で見ますと、舗

装が随分と以前に舗装していますので舗装のほうが傷んでおります。下水道工事をするところは

この下水道工事で舗装はきれいになるんですけど、連続した一つの路線の中で舗装がきれいにな

っているところもあれば、舗装がそのままの状態で残るところがあるんですね。だから、その部

分については、今回建設課の道路予算のほうで補正予算を組んでいただきまして、道路を通行す

る方たちの利便性とかいろんなことを考えまして、舗装も一緒にこの後追加工事で下水道工事に

合わせて施工することで、工事が出来上がった際にはきれいになった道路ということで、そこを

通行していただく方々にとっても非常にこれはいいんじゃなかろうかと、そういった思いで進め

ております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。 

 ほか、以上、決算書全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題になっております議案第４８号から議案第５２号までの５議

案は、それぞれの所管委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第４８号令和６年度吉富町国民健

康保険特別会計歳入歳出決算の認定については、福祉産業建設委員会へ。議案第４９号令和６年

度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定については、福祉産業建設委員会へ。議案

第５０号令和６年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定については、総務文教委員会へ。

議案第５１号令和６年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定については、福祉産業
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建設委員会へ。議案第５２号令和６年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につ

いては、福祉産業建設委員会へ。 

 以上のとおり、それぞれの委員会に付託いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１２．報告第５号 令和６年度吉富町健全化判断比率の報告について 

○議長（山本 定生君）  日程第１２、報告第５号令和６年度吉富町健全化比率の報告についてを

議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  それでは、議案書１８ページをお願いいたします。 

 報告第５号令和６年度吉富町健全化判断比率の報告についてでございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、令和６年度吉富町健全

化判断比率を別紙監査委員の意見をつけて報告いたします。 

 健全化判断比率の４つの比率について御説明をいたします。 

 議案書１９ページを御覧ください。 

 まず、表の①実質赤字比率につきましては、令和６年度が黒字決算となっており、算定されな

いという状況ですので、横棒で表示をしております。早期健全化基準の１５.０％と比較すると、

これを大きく下回っております。 

 次に、②連結実質赤字比率につきましても、令和６年度が黒字決算となっており、算定されな

いという状況ですので、同じく横棒で表示をしております。早期健全化基準の２０.０％と比較

すると、これを大きく下回っております。 

 次に、③実質公債費比率につきましては、令和６年度が８.９％となっておりまして、前年度

比で増減はありません。これは３年平均の値でありまして、単年度の値では前年に比べ減少をし

ております。早期健全化基準の２５.０％と比較いたしますと、これを大幅に下回っております。 

 最後に、④将来負担比率につきましては、基金の残高の増加や町債の残高の減少などにより、

令和６年度は充当可能財源等が将来負担額を上回ったため、算定をされないという状況ですので、

横棒で表示をしております。早期健全化基準の３５０.０％と比較いたしますと、これを大幅に

下回っております。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  次に、代表監査委員に監査の報告を求めます。是石英俊監査委員。 

○代表監査委員（是石 英俊君）  令和６年度吉富町健全化判断比率の報告について、地方公共団

体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により関係書類を監査した結果、その意見は

次のとおりであります。 
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 審査対象は、令和６年度の財政健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類

であります。 

 審査終了日は、令和７年８月２６日であります。 

 財政指標の算定の基礎となった書類等を慎重に審査した結果、適正に作成され、法令等に照ら

し財政規模の算出過程に誤りがなく、正確であると認めました。 

 詳細につきましては、審査意見書のとおりであり、それぞれの基準値を大幅に下回っており、

良好であると認めました。 

 令和７年９月３日、吉富町監査委員是石利彦、同是石英俊。 

○議長（山本 定生君）  以上で報告説明を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１３．報告第６号 令和６年度吉富町水道事業会計資金不足比率の報告について 

○議長（山本 定生君）  日程第１３、報告第６号令和６年度吉富町水道事業会計資金不足比率の

報告についてを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  それでは、議案書の２１ページをお願いいたします。 

 報告第６号令和６年度吉富町水道事業会計資金不足比率の報告についてでございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、令和６年度吉富町水

道事業会計資金不足比率につきましては、資金不足は発生せず算定されませんでしたので、監査

委員の意見をつけてその旨御報告いたします。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  次に、代表監査委員に監査の報告を求めます。是石英俊監査委員。 

○代表監査委員（是石 英俊君）  令和６年度吉富町水道事業会計経営健全化審査意見について、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、関係書類を監査した結

果、その意見は次のとおりです。 

 審査対象は、財政健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記録した書類でありまして、

審査終了日は、令和７年８月２６日であります。 

 財政指標の算定の基礎となった書類などを慎重に審査した結果、適正に作成され、法令などに

照らし財政規模の算定過程に誤りがなく、正確であると認めました。 

 詳細につきましては、審査意見書のとおりであり、それぞれの基準値の２０％を大幅に下回っ

ており、良好であると認めました。 

 令和７年９月３日、吉富町監査委員是石利彦、同是石英俊。 

○議長（山本 定生君）  以上で報告説明を終わります。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１４．報告第７号 令和６年度吉富町下水道事業会計資金不足比率の報告について 

○議長（山本 定生君）  日程第１４、報告第７号令和６年度吉富町下水道事業会計資金不足比率

の報告についてを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  それでは、議案書の２３ページをお願いいたします。 

 報告第７号令和６年度吉富町下水道事業会計資金不足比率の報告についてでございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、令和６年度吉富町下

水道事業会計資金不足比率につきましては、資金不足は発生せず算定されませんでしたので、監

査委員の意見をつけてその旨御報告をいたします。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  次に、代表監査委員に監査の報告を求めます。是石英俊監査委員。 

○代表監査委員（是石 英俊君）  令和６年度吉富町下水道事業会計経営健全化審査意見について、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、関係書類を監査した結

果、その意見は次のとおりです。 

 審査対象は、財政健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記録した書類でありまして、

審査終了日は、令和７年８月２６日であります。 

 財政指標の算定の基礎となった書類などを慎重に審査した結果、適正に作成され、法令などに

照らし財政規模の算定過程に誤りがなく、正確であると認めました。 

 詳細につきましては、審査意見書のとおりであり、それぞれの基準値の２０％を大幅に下回っ

ており良好であると認めました。 

 令和７年９月３日、吉富町監査委員是石利彦、同是石英俊。 

○議長（山本 定生君）  以上で報告説明を終わります。 

 是石監査委員は退席されて結構でございます。お疲れさまでした。 

 ここで、暫時休憩いたします。 

午後１時24分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時25分再開 

○議長（山本 定生君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１５．議案第５３号 令和７年度吉富町一般会計補正予算（第５号）について 

○議長（山本 定生君）  日程第１５、議案第５３号令和７年度吉富町一般会計補正予算（第
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５号）についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第５３号については、本日の質疑を省略

し、予算決算委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５３号令和７年度吉富町一般会

計補正予算（第５号）については、本日の質疑を省略し、予算決算委員会に付託することに決し

ました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１６．議案第５４号 令和７年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

について 

○議長（山本 定生君）  日程第１６、議案第５４号令和７年度吉富町国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）についてを議題といたします。 

 補正予算書１ページ。歳入２ページ。歳出３ページ。 

 次に、４ページ、事項別明細書、総括、歳入。５ページ、同じく総括、歳出。 

 次に、歳入、６ページ。丸谷議員。 

○議員（２番 丸谷 宏一君）  ２款、３目の１節子ども・子育て支援事業補助金なんですけども、

これは国のどこの部分から出ているのかということを一つと、次の後期高齢者のところなんです

けど、これも同じ内容が載っていて、後期高齢者のところの部分もこの子育て支援事業のところ

が載っていますけども、これがどういうふうになっているのか説明をいただきたいと思います。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（友田 哲也君）  こちらのほうの国の補助金ですが、補助金の申請先としまして

はこども家庭庁となっております。子ども・子育て支援金制度施行準備事業に伴う補助金になっ

ております。 

 内容としましては、歳出のところの電算システムの改修で関係しますが、こども未来戦略加速

化プランにおける少子化対策の根本的強化に当たり、少子化対策に受益を有する全世代・全経済

主体が、子育て世帯を支える新しい分かち合い・連携の仕組みとして、医療保険の保険料と併せ

て拠出する子ども・子育て支援金制度を令和８年度に創設いたします。それに伴う電算改修に伴

う補助金となっております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  丸谷議員。 

○議員（２番 丸谷 宏一君）  ということは、先ほど申し上げた後期高齢のところも同じという

ことでよろしいでしょうか。 
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○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（友田 哲也君）  はい、議員おっしゃるとおりです。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。それでは、戻りまして、７ページ、歳出。歳出全般に

ついて御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  歳入歳出全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  以上、補正予算書全般についての御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第５４号は、福祉産業建設委員会に付

託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５４号令和７年度吉富町国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）については、福祉産業建設委員会に付託いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１７．議案第５５号 令和７年度吉富町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について 

○議長（山本 定生君）  日程第１７、議案第５５号令和７年度吉富町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）についてを議題といたします。 

 これから、ページを追って質疑に入ります。 

 補正予算書１ページ。歳入２ページ。歳出３ページ。 

 次に、４ページ、事項別明細書、総括、歳入。５ページ、同じく総括、歳出。 

 次に、歳入６ページ。歳入全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、歳出に入ります。７ページ。歳入歳出全般について御質疑ありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  以上、補正予算書全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第５５号は、福祉産業建設委員会に付
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託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５５号令和７年度吉富町後期高

齢者医療特別会計補正予算（第１号）については、福祉産業建設委員会に付託いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１８．議案第５６号 令和７年度吉富町水道事業会計補正予算（第１号）について 

○議長（山本 定生君）  日程第１８、議案第５６号令和７年度吉富町水道事業会計補正予算（第

１号）についてを議題といたします。 

 これから、ページを追って質疑に入ります。 

 補正予算書１ページ。補正予算実施計画書、収益的収入及び支出２ページ。予定貸借対照表

３ページ、４ページ、５ページ。補正予算実施計画明細書、収益的収入及び支出６ページ。新保

議員。 

○議員（１番 新保 祐介君）  ２款、１６節の委託料のところでございますが、鉛管の調査業務

委託料とありますけれども、以前私も質問させていただきました鉛管の調査をしたらどうでしょ

うかというお話でしたけれども、これに対して、今回補正を組まれておりますけれども、例えば

それがどういう対象のところを調査するのか、大体何件ぐらいとかって、そういったことは分か

りますでしょうか。 

○議長（山本 定生君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  今新保議員から御質問いただきましたが、まさしく新保議員さ

んのほうから、令和７年３月議会の一般質問におきまして水道管の鉛管についてということで答

弁をさせていただきました。そのときに、現在の鉛管の状況であるとか背景とかを御説明をさせ

ていただきました。そのときに、議員さんからも住民の健康被害への懸念であるとか、空き家活

用の一層の推進に対しても住民に安心を提供するために何か対策を行われるべきではないかとい

うことの、そういった言葉が非常に私も印象に残りまして、その議会の後、私たちもいろんな方

法を考えてみました。 

 それで、水道事業におきましても、これは全国的に早期にこの鉛管を撤去するというのは現在

課題の一つでありまして、でもなかなか全国的には進んでいないというのが状況であります。な

ぜ進まないのかなということを考えたときに、実態の把握がなかなか難しいんだろうなという、

そういう結論に至っております。 

 じゃあその状態、今の状況をどのようにして把握するか、考えました。私たちもいろいろ考え

て、まずは費用をかけずに何かそういったものが抽出できないか。水道の予算の中に時々お見か

けすると思いますが、水道の検満メーターということで、水道は計量法によって８年に１回必ず
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取替えをいたします。その水道のメーターを取り替えたときの工事写真を見れば何か分かるんで

はないかということで、過去８年間分全部をめくって写真なんかを見ましたけれども、肝腎の給

水管の部分が写っていなかったりということで、何か現在の業務の中でそういう鉛管の実態がつ

かめるようなことはないかということでいろいろ探しましたけれども、そういった中ではなかな

か効果的に現状把握する方法がないというようなことで、現在検針をしている検針員にお願いを

して、検針をするときにメーターボックスの中の写真を撮影していただきまして、それらから私

たちが全戸のメーターボックスの中の状況から鉛管の存在について、これを集計をしたいという

ふうに考えております。検針をするためにはメーターのところまで行きますので、そのときに水

道のメーターの数字を入力するとともに、その入力しているハンディターミナルというんですが、

その機械にいわゆる写真を写すカメラ機能がついています。その場で一緒に写真を写してもらい

ます。少しメーターボックスの中が土で埋まっておれば、それを水道管、給水管が見えるところ

までちょっと掘って写してもらうことを、私たちが集計することによって、現在水を使っている、

いわゆる検針をしているところはそれでつかめると思います。それ以外の空き家等については

我々職員のほうで調査をしまして、実態を把握した上で、来年度以降の給水管の布設替え、修繕

費、そういったことにつなげられればいいなということで現在考えております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。 

 以上、補正予算書全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第５６号は、福祉産業建設委員会に付

託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５６号令和７年度吉富町水道事

業会計補正予算（第１号）については、福祉産業建設委員会に付託いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１９．議案第５７号 教育長の任命について 

○議長（山本 定生君）  日程第１９、議案第５７号教育長の任命についてを議題といたします。 

 若山教育長は退席をお願いします。 

〔若山誠一郎教育長退場〕 

○議長（山本 定生君）  次に、担当課長に内容の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  それでは、議案書２９ページをお願いいたします。 
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 議案第５７号教育長の任命について、吉富町教育長に次の者を任命したいので同意を求める。 

 住所、吉富町大字小祝５９９番地２、氏名、若山誠一郎、昭和３７年１月２５日生まれ。 

 令和７年１０月４日をもって任期が満了する若山誠一郎氏を再任命したいので、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 若山氏は現在６３歳で、教員として伊良原中学校長、上毛中学校長などを歴任され、令和６年

４月１日に教育長に就任、前任者の残任期間となる１年５か月余りを務めてこられました。 

 教育長在職中は、指導主事の１名から２名体制への増員、教員の職種別研修、面談の強化等に

よる教員の指導力向上をはじめ、教員の働き方改革基本方針の改定、小中学校の連携の促進など、

現場を支える教員への支援を重視し、安心、安全な学校づくりに尽力をされました。 

 また、県や町が取り組むワンヘルスについて、学校内にワンヘルスコーナーを設置するなど、

子どもたちが身近な問題として感じられるような教育の推進や、また、自身の職務経験を生かし

たＤＸやＩＣＴを活用した教育の推進も進めております。 

 このほか、スポーツ協会や文化協会との連携による部活動の地域移行の推進や、図書室司書と

学校司書との連絡会の定例化による図書館教育の推進、小学生のプール指導の民営化による質の

向上など、就任からの約１年半の短期間で十分な実績を残されております。 

 引き続き、教育を通じて、互いに認め合い協力し合える学校づくりや、子どもや高齢者などの

異なる世代が共に支え合う、豊かで安心できる町にするための環境づくりに強い意欲をお持ちで

ありまして、町の教育部門のリーダーとして最適任者であると考えております。 

 なお、任期は本年１０月５日から３年間となります。 

 以上で説明を終わります。御同意くださいますようお願いいたします。 

○議長（山本 定生君）  担当課長の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。本案に対して質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第５７号は、会議規則第３９条第３項

の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５７号は委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  賛成討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  討論なしと認めます。これにて質疑、討論を終わります。 

 これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５７号教育長の任命については、

原案のとおり同意することに決しました。 

 若山教育長の入場を許可します。 

〔若山誠一郎教育長入場〕 

○議長（山本 定生君）  ただいま任命同意することに決定しました。若山教育長に一言御挨拶を

お願いします。若山教育長。 

○教育長（若山誠一郎君）  失礼します。発言する機会をいただきありがとうございます。まずは、

教育長として再び任命同意していただきました執行部、そして議員の皆様に心より感謝申し上げ

ます。ありがとうございました。責任の重さを改めて胸に刻み、全力で取り組んでまいる所存で

ございます。 

 子どもたちの成長、家庭や地域の温かさに触れるたびに、この町でよかったと実感しておりま

す。同時にこの町で子どもを育てたいと思っていただける教育環境づくりこそ、私の使命と考え

ております。 

 子どもが朝目覚めたとき、笑顔で、早く学校に行きたい、友達と会いたいと思えるような学校

をつくりたいと思っております。そのことは町が掲げるこどもまんなかの理念を中心に据え、全

ての子どもが安心して学び、持てる力を発揮できる教育を進めたいと思っております。 

 そのために、ＧＩＧＡスクール用のタブレット端末を活用したＩＣＴの推進、関係機関やス

クールソーシャルワーカーなど専門スタッフを活用した組織的な生徒指導の体制の構築、そして

いじめ問題への対応や不登校児童へのきめ細かな支援など、具体的な施策を進めていくつもりで

す。 

 また、ＳＤＧｓ未来都市の一員として、環境や多様性を重視した学びを広げることで、子ども

たちが未来の担い手として国際社会で活躍できる力を育てたいと思っております。 

 さらに、地域の安心、安全を守る観点から、ワンヘルスの理念も重要と考えております。人の

健康は、動物や環境の健全さと密接に結びついております。教育の場においても、食育や環境教

育、命を大切にする心を育てる取組を強化し、子どもたちが自ら生活と社会のつながりを理解し、

持続可能で調和のある暮らしを築けるよう支援してまいりたいと強く思っているところです。 

 これからの教育行政は、学力向上に加え、子どもたちが心豊かに成長することを重視し、学校、

家庭、地域が協力し合う地域ぐるみの教育を推進してまいります。 
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 なお、部活動地域展開など働き方改革も推進し、吉富町で働いてよかったとなるよう、職場の

環境改善も行っていきます。 

 また、社会教育としては、全世代の生涯学習を推進しておりますが、私は特に子どもと高齢者

という異なる世代が共に暮らし支え合う、豊かで安心できる吉富町にしたいと思っています。町

では今、多世代交流型複合施設の建設の計画が進行中ですが、ハードとしてのことも、高齢者が

互いに支え合う環境づくりに合わせて、いつでも気兼ねなく行けて対話ができる心の環境づくり

も大切だと思っております。そのために、その場をつくる支援も力を尽くそうと思っています。 

 町長をはじめ、議員の皆様の温かい理解と協力を賜りながら、この町で育ってよかった、この

町で子どもを育てたい、吉富町で働きたいと感じられる教育環境の実現に全力を尽くしてまいり

ます。本日は誠にありがとうございました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２０．議案第５８号 教育委員会委員の任命について 

○議長（山本 定生君）  日程第２０、議案第５８号教育委員会委員の任命についてを議題といた

します。 

 担当課長に内容の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  それでは、議案書３０ページをお願いいたします。 

 議案第５８号教育委員会委員の任命について、吉富町教育委員会委員に次の者を任命したいの

で同意を求める。 

 住所、吉富町大字楡生１番地６、氏名、一木剛、昭和２９年１１月２７日生まれ。 

 令和７年９月３０日をもって任期が満了する一木剛氏を再任命したいので、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 一木氏は現在７０歳で、教員として二十数年にわたり中学校教育に従事をされ、教諭、管理職

として学校経営や生徒指導に優れた力量を発揮してこられました。 

 特に福岡県立育徳館中学校の設立に携わり、開校後は教頭としてその基盤を築かれるなど、本

県教育の発展に大きく貢献をされました。 

 退職後も豊前市教育支援センター室長、教育相談室長として、不登校児童の生徒やその家庭へ

の相談指導に尽力をされるなど、教育現場を深く理解し、子どもたちを支える立場で活動を続け

てこられました。 

 令和３年に本町教育委員に就任後は、教育長職務代理者として、また吉富小中学校の学校運営

協議会会長、いじめ問題対策協議会会長、人権教育推進協議会会長などの公職を歴任され、教育

行政の推進に大きな力を発揮していただいております。 

 御自身も、子どもたちの笑顔がより一層あふれる学校づくりの支援に尽力したいとの強い思い
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をお持ちです。 

 温厚で誠実なお人柄に加え、これまでの実績、力量ともに申し分なく、本町教育委員会委員と

して適任であると考えております。 

 なお、任期は本年１０月１日から４年間となります。 

 以上で説明を終わります。御同意くださいますようお願いいたします。 

○議長（山本 定生君）  担当課長の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。本案に対する質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第５８号は、会議規則第３９条第３項

の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって議案第５８号は委員会付託を省略するこ

とに決しました。 

 次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  討論なしと認めます。これにて質疑、討論を終わります。 

 これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５８号教育委員会員の任命につ

いては、原案のとおり同意することに決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２１．議案第５９号 吉富町外１町環境衛生事務組合の共同処理する事務、事務所

の位置、経費支弁の方法の変更及び吉富町外１町環境衛生事

務組合規約の変更について 

○議長（山本 定生君）  日程第２１、議案第５９号吉富町外１町環境衛生事務組合の共同処理す

る事務、事務所の位置、経費支弁の方法の変更及び吉富町外１町環境衛生事務組合規約の変更に

ついてを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。住民課長。 

○住民課長（南  博己君）  それでは、議案書の３１ページをお願いいたします。 



- 50 - 

 議案第５９号、吉富町外１町環境衛生事務組合の共同処理する事務、事務所の位置、経費支弁

の方法の変更及び吉富町外１町環境衛生事務組合規約の変更についてです。 

 今回の規約の変更につきましては、３つの変更を行っております。 

 まず、１つ目は、第３条の共同処理する事務です。し尿処理場であります周防苑の解体工事が

令和７年６月２３日に完了したことに伴いまして、組合規約で掲げております共同処理する事務

で、第１号のし尿の終末処理施設の処分に関する事務はなくなりまして、火葬場の事務だけとな

りましたので、し尿の部分を削除し変更を行っております。 

 次に、２つ目は、第４条の事務所の位置です。解体工事では事務所も解体いたしました。その

ため、事務所は築上東部火葬場の隣接地にユニットハウスを移設し、事務所としておりますこと

から、事務所の位置の変更を行っております。 

 ３つ目は、第１２条の経費支弁の方法です。解体工事が完了したことに伴いまして、し尿処理

に関する経費は今後発生することはありませんので、経費支弁の方法のただし書にありますし尿

処理に関する経費の算出方法を削除いたします。 

 以上の理由から規約変更をする必要が生じたため、地方自治法第２９０条の規定に基づき、議

会の議決を求めるものでございます。 

 続いて、議案書の３２ページと併せまして付属資料の１４ページ、新旧対照表を御覧ください。

新旧対照表の下線部分が変更箇所となっております。 

 吉富町外１町環境衛生事務組合規約の一部を変更する規約です。新旧対照表で、共同処理する

事務の第３条では全部改正を行い、「この組合は火葬場の管理運営に関する事務を共同処理す

る」に改めるものです。 

 次に、事務所の位置の第４条では、事務所の位置を「吉富町大字直江３６１番地周防苑内」か

ら、「上毛町大字宇野１２５７番地３」に改めるものです。 

 最後に、第１２条の経費支弁の方法では、第２項のただし書のし尿処理に関する経費の算出方

法につきましては削除いたしまして、従前からありました平等割、２割、人口割、８割の算出方

法のみとしております。 

 この規約変更の施行日につきましては、附則で、この規約は許可の日から施行するとしており

ます。許可の日とは、構成団体の議会の議決をいただいた後に、地方自治法第２８６条第１項に

基づき、福岡県知事へ規約変更についての申請を提出します。その後、知事の許可を受けた日と

いうことになります。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議の上、御議決くださいますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（山本 定生君）  担当課長の説明が終わりました。 
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 これより質疑に入ります。本案に対して御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第５９号は、会議規則第３９条第３項

の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５９号は委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  討論なしと認めます。これにて質疑、討論を終わります。 

 これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５９号吉富町外１町環境衛生事

務組合の共同処理する事務、事務所の位置、経費支弁の方法の変更及び吉富町外１町環境衛生事

務組合規約の変更については、原案のとおり可決することに決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程２２．報告第８号 経営状況の報告について（株式会社ツクローネ吉富） 

○議長（山本 定生君）  日程第２２、報告第８号経営状況の報告について（株式会社ツクローネ

吉富）を議題にいたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。地域振興課長。 

○地域振興課長（守口 元子君）  議案書の３３ページをお願いいたします。 

 報告第８号経営状況の報告についてです。令和６年度株式会社ツクローネ吉富の経営状況につ

いて、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により別紙のとおり報告する。 

 別冊の株式会社ツクローネ吉富令和６年度事業報告書をお願いします。事業報告書の１ページ

をお開きください。 

 １の事業の概要です。自主財源確保のため広告看板事業を軸とし、安定的な家賃収入を得るこ

とができました。地域貢献事業では、交流マルシェや特産品開発支援などの事業継承をするため、

民間事業と共同事業体となり、自走に向けて取組を行っております。 

 ２の事業の実施状況についてです。収益事業として、（１）のプロモーション事業と（２）の
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代理店事業に取り組みました。プロモーション事業では、小犬丸交差点の野外広告看板を６社と

契約し、７９万２,０００円の売上げを計上しております。また、デジタル看板事業は８社との

契約で、１５６万１,０００円の売上げとなっております。代理店事業では、新電力代理店事業

で、役場関連３件、民間家屋等２１件の契約により、１２万９,０００円を売り上げております。

（３）の空き家店舗利活用事業では、居酒屋１０３が６月から準備に入り８月からオープンした

ことで、７０万円の家賃収入を得ています。 

 ２ページになります。 

 社会貢献事業として、（４）の交流マルシェ開催支援として、これまでのマルシェ事業を継続

発展させ、町のＰＲ、創業者の掘り起こしなどを行いました。（５）の特産品開発支援として、

単独で地酒の企画販売事業に取り組みました。また、地場産品の掘り起こしや商品のブラッシュ

アップにも取り組みました。（６）の新たな観光地域づくり事業として、昨年に引き続き神楽体

験ツアーの実施のほか、地域間交流事業として京都府南丹市との交流を深めました。 

 続いて、３ページの損益計算書をお願いいたします。 

 １の売上高は３５９万６,９３８円です。主な売上げは、先ほど御説明いたしました広告看板

事業や代理店事業、空き家店舗の家賃収入になります。 

 ２の売上原価につきましては、地酒の仕入れが７３万５,５３４円です。 

 ３の販売費及び一般管理費３４２万５,２０１円の主な内容といたしましては、会議費、通信

費、デジタル看板の電気代、保険料、手数料などです。 

 ４の営業外収益は３８０万９,７７０円で、町の助成金と家賃収入やマルシェ出店料、預金利

子などとなっております。 

 この結果、一番下の令和６年度の当期純利益は２５７万５,８４４円となり、人件費の見直し

や家賃収入の増加によるものです。令和５年度の当期純利益は１７９万４,７３９円でありまし

たので、昨年と比較しますと７８万１,１０５円の増加となっております。 

 続いて、４ページの貸借対照表をお願いします。 

 １の流動資産、（１）現金及び預金７０６万７,４９７円です。こちらにつきましては、前年

度の期末残高３１０万７,４３４円に補助金や売上げなどの６６７万１,１７４円を加えたものか

ら、事業費として２７１万１,１１１円を差し引いた額となっています。その主な経費といたし

ましては、先ほどの損益計算書に計上されている販売費や一般管理費となっています。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ３、固定資産台帳です。空き家をリノベーションした建物、土地、ＬＥＤビジョン等５種類の

資産を保有しております。 

 続いて、ページをめくっていただき、令和７年度の事業計画書を御説明いたします。 
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 次の１ページ、令和７年度の事業計画の中段、２の事業の実施計画についてです。 

 令和６年度に引き続き、自主財源の確保に向けた収益事業として、（１）から（６）までの事

業について定着化を計画しています。特に今年度は、新たな収益事業への展開やにぎわいにつな

がるイベントも毎月予定しており、事業所の自走化や町のブランディング化を目標に展開をして

いく計画となっております。 

 ３ページ、４ページをお願いいたします。 

 収支予算書としましては、収入の部として、町の補助金３００万円に加え、その他と記載して

います主軸となるＬＥＤ看板事業等の展開により、２３０万円の売上げを見込んでいます。支出

の部では、一番上の人件費が事務及び経理をされておりました１名の取締役の解任により、

６０万円の減額となっております。中段にあります外注委託費が１６０万円に上がっていますの

は、事務及び経理を吉富町商工会へ委託したためです。 

 以上のことから、収支バランスが取れ、本事業を十分に実施していける収支計画であると考え

ております。 

 以上で、株式会社ツクローネ吉富の経営状況の報告を終わります。 

○議長（山本 定生君）  以上で、報告説明を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（山本 定生君）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。長時間お疲れさまでした。 

午後２時04分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 



- 54 - 

 

 

   

  会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

     令和７年 ９月 ５日 

 

 

                 議  長 

 

 

                 署名議員 

 

 

                 署名議員 

 

 

 

 


